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Ⅰ．歴代理学部長講演会 

１．数理データサイエンスセンター長の齋藤政彦副学長

から、震災後の改築・学舎耐震補強などに伴う、各学科

研究室などの移動割り振りなどに相当苦労されたことな

どを主に話された。 

２．化学専攻の鍔木基成教授は、理学部が推進している

グローバルチャレンジプログラム（GCP）に取り組まれた

当初からの経過と出来事について話された。現在GCPは

実施されており、同窓会から支援を受けていることに謝

辞を述べられた。 

Ⅱ．小惑星探査機『はやぶさ２』による宇宙衝突実験 

１．副研究科長、惑星学専攻の荒川政彦教授は、小惑星

リュウグウにクレーターをつくる装置、インパクターの

構造について、その工夫実験から話された。さらに、イ

ンパクターを打ち出した直後、はやぶさ２は衝突によっ

て飛び散る岩、砂などから身を守るためリュウグウの裏

側へ退避するが、インパクターの衝突の様子を確認する

ための分離カメラを打ち出し、そのカメラで撮影し、送

信するという役目も担っていたことについても話された。 

２．JAXA国際宇宙探査センターの小川和律主任研究開発

員は、分離カメラについて、その構造や姿勢制御のこと

などを話され、無事見事に衝突の様子が写し出され、ク

レーター作りが成功した事が確認されたと話された。 

 

 

 

 祝賀会は、小堀広報委員長の司会、福山理学研究科長

の乾杯の挨拶で始まり、松田会長が理学部創立七十周年

の祝辞のなかで、ともに活動してきた経過を振り返りな

がら、くさの会の歩みを紹介されました。しばらく歓談

の後、小堀委員長から、サイエンスフロンティア研究発

表会で発表された各専攻の優秀発表者が紹介され、福山

研究科長から賞状と副賞が贈呈されました。くさの会か

らは発表者全員に参加賞を贈りました。 
 次に、物理学科の青木正博氏（物理７期）が参加者を

代表して祝辞を述べられました。最後に荒川副研究科長

の挨拶でお開きになりました。ホームカミングデイの参

加者は、卒業生33名、職員34 名、学生42名の109名、

祝賀会の参加者は74 名でした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講 演 会 

理学部創立七十周年記念祝賀会 

 

講演され齋藤副学長、鍔木教授 

講演される荒川教授、JAXA小川主任研究開発員 

      優 秀 発 表 者 発 表 の 一 コ マ              閉会の辞を述べられる荒川評議員・副研究科長 

乾杯される福山研究科長､祝辞を述べられる松田会長､青木氏 
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 氏  名 発       表       題       目 年  次  

数 

学 

専 

攻 

今井 大樹 実験計画上での多項式モデルの識別可能性 博士前期2年 P１ 

宮本 貴生 特別な場合のMordellの定理の証明 〃 P２ 

山口 航平 Affine Hecke環とMacdonald多項式の組合せ論的表示 〃 P３ 

紫垣 孝洋 中間子の数理モデルに現れる、係数が分岐点をもつ2階線型微分方程式の完全WKB解析 博士後期3年 P４ 

竹井優美子 完全 WKB 解析と位相的漸化式 〃 P５ 

物 

理 

学 

専 

攻 

島田 拓弥 NEWAGE実験：陰イオンガスμ-TPCの開発 博士前期1年 P６ 
 谷  悠希 Ti4MnBi2の単結晶試料作製と物性 〃 P７ 

八谷 大輝 メタホウ酸塩反強磁性体CuB2O4の力検出型ESR測定 〃 P８ 

田中ペドロ 素粒子の質量と余剰次元空間 博士前期2年 P９ 

山下 和輝  LHC-ATLAS実験における2ミューオントリガーの非効率改善 〃 P10 

桑田 祥希 らせん磁性体における超伝導の研究 博士後期1年 P11 

化 

学 

専

攻 

東  亮介 アニオンのサイズ形状による鉄(II)スピンクロスオーバー錯体の磁気挙動の変化 博士前期1年 P12 

黒川  南 人工設計ペプチドによる繊維状ナノ構造体の形成 〃 P13 

藤井 悠生 
溶液中における動的挙動で観測される活性化エネルギー－水溶液中における振動数揺らぎ 
の温度依存性について－ 

〃 P14 

柚  佳祐 ヨウ素染色によるアミロイド線維の構造伝播の追跡 〃 P15 

岸  佑弥 多色レーザー励起による光反応の選択的観測 博士前期2年 P16 

樊   蓉 アルキルチオ基を導入した光反応性 サンドイッチ型Ru錯体系イオン液体の開発 〃 P17 

宮脇 敦大 鉄(III)錯体のスピン転移に伴う結合異性化 〃 P18 

吉川 祐樹 アミロイド核形成メカニズムの解明を目指した核形成中間体の捕捉と構造解析 〃 P19 

生

物

学

専

攻 

岡田 聡史 線条体におけるAQP4依存的なATP/アデノシンの増加によるドーパミン神経伝達の調節 博士前期2年 P20 

寺地 杏樹 老化遺伝子EPN3の機能解析 〃 P21 

波部 峻也 
新規に同定されたクロオオアリの雄アリフェロモンによる神経活性および行動制御と鳥類
に対するアロモン効果 

博士前期1年 P22 

村上  誠 心臓神経堤細胞の細胞運命を決定する遺伝子制御機構の解析 博士前期2年 P23 

八木 龍太 
リゾクトニアと共生するラン科植物の栄養摂取様式の解明：光合成をやめた植物の進化過
程に迫る 

博士前期1年 P24 

福永  匠 TLSポリメラーゼの生細胞イメージングとその定量解析への取り組み 博士前期2年 P25 
松田ひなた 「オリゴデンドロサイト前駆細胞由来の活性化アストロサイトによるグリア瘢痕形成」 博士前期1年 P26 

惑
星
学
専
攻 

于  賢洋 阿武単成火山群におけるマグマ組成の空間分布 理学部4年 P27 
角  想子 「豊島(てしま)石(いし)」の含有する黒色岩片～瀬戸内火山岩類との比較～ 博士前期1年 P28 
笹井  遥  多孔質氷天体を模擬した雪のクレーター形成実験：衝突溶融と衝突残留熱に関する研究 〃 P29 
野村 啓太 高速度エジェクタのサイズ‐速度同時測定 〃 P30 

家本あかね 水質変質程度の異なるCMコンドライト中TCIの微細組織観察 博士前期2年 P31 

  〔優秀発表者：氏名を網かけ〕 

理 学 部 創 立 七 十 周 年 記 念 祝 賀 会 の 一 コ マ 

ポ ス タ ー 展 示 題 目 一 覧 

左から：荒川副研究科長、福山研究科長      木戸さん(化学21期)、兵頭教授(修地１期)  事務の方  々 左から：武田事務長 

 鍔木前研究科長、齋藤副学長、坂本副学長    松田会長(生物12期)                髙松さん、髙木さん、川端係長 

左から：樊 蓉さん(化学専攻) 北広さん(物理９期)   山崎さん(修物 ４期)、奈島さん(修生12期)    瀬戸講師、荒川副研究科長 
  足立さん(化学８期)   齋藤副学長、塩崎さん(物理９期)   石崎准教授、竹内副研究科長      笹井さん､ 家本さん 
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理学研究科長 兼 理学部長 福山
ふくやま

 克司
かつし

 ここ１年程の出来事を思い出してみよう。この４月か

ら理学研究科博士課程後期課程はいわゆる 14 条特例が

適用され、社会人が入学した際に夜間や休日に授業を行

い履修させることができることになった。 

 以前は化学専攻と生物学専攻のみが適用を受けていた

が、本年度から全専攻が適用を受けることとなり、社会

人の入学を促進する体制が整ったということである。よ

り広く学生を受け入れるための体制づくりの一環として

行ったもので、同窓生の皆さんの中で修士修了の経歴を

持つ方はこの際後期課程への入学を一度ご検討いただき

たく思う。 

 研究トピックとして大きく取り上げられたものに「月

は地球のマグマオーシャンからできた」がある。海洋開

発機構の細野七月先生、惑星学専攻の牧野淳一郎先生と

斎藤貴之先生らの研究によるもので、論文は Nature 

Geoscience に掲載された。月ができた過程を説明する

通説として巨大衝突説があり、地球に大きな天体が衝突

し蒸発してできた岩石が集まって月になったというもの

である。 

 この説では月の成分は衝突した天体のものということ

になるが、アポロ計画が持ち帰った月の岩石の成分が地

球のものと一致することの説明がつきづらい。今回のマ

グマオーシャン説は天体が地球上を覆っていたマグマの

海に落ち、噴出したマグマが集まり月になったというも

のであり、スーパーコンピュータ京でシミュレーション

を行い仮説の検証がなされている。この結果は各方面で

華々しく取り上げられ、ニューヨークタイムズも大きく

ページを割いて解説していた。 

 コンピュータシミュレーションの威力を見せつける結

果であるが、これに関連して、もう一つ動きがあるので

紹介しよう。 

 理学研究科附属惑星科学研究センターに共同研究部門

が設置された。これは通常寄付講座と呼ばれるものを制

度的に使い勝手を良くしたもので、専攻に設置される場

合には共同研究講座となるところだが、センターに設置

されたので共同研究部門と呼ばれる。 

 企業が提供する資金で研究するものであり、理学部・

理学研究科では初めての設置である。部門は「高性能プ

ロセッサコデザイン部門」と称し、大規模シミュレーシ

ョンや人工知能、データサイエンス応用に特化した構成

のプロセッサの開発が目的である。 

 このコデザインという耳慣れない言葉はハードウエア

とソフトウエアの同時開発を行うという意味であり、そ

れにより性能とコストの最適化を図ろうとするものであ

る。 

 センターにはアーキテクチャー、アプリケーションに

ついての蓄積がある 

一方、LSI開発に必 

要な物理設計などの 

技術・インフラは十 

分ではなく、そこを 

企業の技術で補い共 

同研究を行おうとい 

う計画であり、パソ 

コンからスパコンま 

で使えるプロセッサ 

の開発が野望という 

頼もしいものである。 

 面白いトピックとしてもう一つ生物学専攻の末次健司

先生のナナフシの研究を紹介しよう。 

 末次先生はラン科植物や光合成をやめた植物の研究で

大きな成果を上げ、学長から表彰され、さらには学長か

らポイントを貸与されて本年准教授に昇任した期待され

る若手研究者である。 

 植物が専門の末次先生がナナフシという昆虫を研究し

たのである。ナナフシは羽をもたないので遠くまで移動

することができないのだが、鳥に食べられるとその卵が

消化されず糞に排出され孵化することができ、結果とし

て遠くに子孫を残すことができるというのである。 

 植物については同じような仕組みで種が遠くに運ばれ

ることはよく知られているが、昆虫でも同様の拡散の手

法が可能であることを示した研究で、大変独創的なもの

である。ナナフシ自身は特に積極的に鳥に食べられよう

としているのではないそうだが、何やら「もし死なば多

くの実を結ぶべし」という聖書の一節が脳裏をよぎる恐

ろしさもある。 

 研究は往々にして計画通りには進まず、目的とはかけ

離れた結果が出たり、思わぬ副産物が出てそちらの方が

メインになったりと、まっすぐは進まないものであるが、

それらを柔軟に受け止めながらまい進するのが理学らし

い懐の深さであり、汲々と理想と理念に縛られることな

く自由に展開してゆく心地よさを、これからも大事にし

てゆくのがよいだろう。 

 研究の話はどれもこれも面白く、心沸き立つものばか

りなのであるが、大学の運営の話となると、大学の成果

に応じた予算の配分や、年俸制の導入、大学ガバナンス

コードなど、憂鬱なものばかりなのでここで述べること

はしない。 

 同窓会には学部における実習科目の交通費への支援、

グローバルチャレンジプログラムへの応援、キャリア支

援活動、研究科の運営支援など日々お世話になっており、

改めてお礼申し上げて筆を擱くこととする。 

理 学 研 究 科 長 兼 理 学 部 長 か ら 
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評議員・副研究科長 荒川
あらかわ

 政彦
まさひこ

 

 今年度は理学部創立 

七十周年ということで 

ホームカミングデイで 

は歴代学部長による記 

念講演がありました。 

理学部だけの話ではな 

いのでしょうが､やはり、 

法人化以後の大学はそ 

れ以前とは大きく変貌 

していることが感じら 

れるお話しでした。 

 私は、この５年間、理学研究科執行部の一員として研

究科長を補佐してきました。その中で、一番法人化前後

での違いを感じたのが、大学が策定した中期計画が各部

局においてブレイクダウンされ、その部局毎の計画が策

定される場に立ち会った時でした。一般企業では事業計

画は当たり前になされている作業だと思いますが、教育

と研究を主たる業務としている大学において、このよう

な作業がなされるようになったことを執行部に入って始

めて実感しました。 

 大学本部では、事業計画を精密に分析し、各項目につ

いて細かい成果目標を掲げ、その達成を大学全体で押し

進めているわけです。その背景には、文部科学省が行っ

ている種々の評価とその評価結果に基づく予算配分があ

り、国立大学法人を競争の中に置くことにより、大学の

潜在能力を開花させ（？）、さらには国際競争力を高めよ

うという意図があるのかもしれません。 

 私は自分自身が研究科執行部に入る前には、前任大学

も含めて、国立大学が法人化したことには無頓着でした。

変わったことと言えば、教官から教員への名称が変わっ

たこととか、大学を異動する度に退職届を出すとか、そ

んな違いだとのんきに思っていました。私と同様に法人

化による研究や学生教育に対する変化を感じた教員はあ

まりいなかったのではないでしょうか。これはある意味

幸せなことで、研究科のガバナンスが効いているのだと

思うようになりました。 

 今、第3期中期計画も４年目となり、法人化後15年が

経過しました。私たちは２度の法人評価を経て、今年度

は３度目の法人評価の中間評価の真っ最中です。研究科

執行部では、この４月から外部評価の準備を行い、さら

に各専攻にお願いして法人評価に必要なデータの蓄積と

整理を行ってきました。理学研究科では年次報告書を毎

年作成し、その中に法人評価や大学機関別認証評価の基

礎データが盛り込まれるように歴代の執行部が工夫して

きました。 

 さらに、これまでの研究科長は、先に述べた本部から 

降りてきた中期計画を適切にブレイクダウンし、目標設

定を行い、それだけでなく新規事業を興してきました。

今では、これらの経過報告を取りまとめることにより、

法人評価を始めとする各種評価に対応できるようになっ

ています。 

 法人化によって一番大きな変貌を遂げたのは大学執行

部だと思いますが、研究科執行部も大きくその職務が変

化したのかもしれません。種々の評価に対応することが

研究科執行部の仕事となり、研究科教員と学生への負担

を最小限に留め、日々変わらぬ研究と教育の日常を維持

するのが責務となったような気がします。ただ、残念な

がら力及ばず、評価のための情報収集や報告書作りのた

めに多くの労力を皆さんに割いてもらっています。 

 この評価の影響は、同窓生の皆さんにも波及しており、

今年度は100名以上の卒業生の方々にアンケートに答え

てもらいました。今後も大学の評価には、卒業生の方々

の真摯な意見が必要とされると思いますので、くさの会

の皆様方にはより一層のご支援をいただければと思って

います。 

 話は研究科執行部に戻りますが、私たち執行部は、大

学執行部と研究科の教員・学生の間に入って、様々な大

学施策が実行される時の翻訳者となるのが、その役割な

のかなと最近は考えるようになりました。法人化以降、

ミッション再定義など大学の特徴を一層問われるように

なり、大学では全学の施策を個々の教員や学生にまで浸

透させる必要が出てきたように思います。 

 施策の中には机上で練られたものもあり、そのような

場合は現場では混乱を生ずることもあります。全学委員

会はそのような混乱が起きないようにチェックするため

の場ですが、トップダウンでくるものは全学委員会では

対処が難しいものもあります。そのため大学の施策を理

学研究科で対応できるように翻訳して教員や学生の皆さ

んに提供し、実効的なものとして協力を仰ぐという作業

が必須と思われます。 

 その最たるものが、最初に紹介した中期計画の部局版

で、その計画の達成度は、毎年、学長からヒアリングが

あり、今年も幾つかの指摘は受けましたが、全体的には

大きな問題もなく終了したと思っています。理学は、自

分の弱点を良く知っているのが良い点だと思います。歴

代執行部は、その弱点をカバーする努力を常におこなっ

ています。 

 また、理学全体の雰囲気で言うと、研究も教育も非常

に熱心な方が多いので、大学評価の重要な要素である研

究成果と外部資金の獲得については、研究・教育環境さ

え維持すれば一定レベルが期待できるという良さがあり

ます。その意味では、研究科執行部は、教員と学生が一

体となって気持ち良く研究を進めることができる環境を

維持するのが最も重要な仕事なのかもしれません。それ

副 理 学 研 究 科 長 兼 副 理 学 部 長 か ら 

大 学 に お け る 日 常 
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が、多くの研究成果を生み、高い研究レベルの中で学生

教育を行う鍵だと思います。このような環境を維持して

行くために、くさの会からも学生実習向けの支援や海外

渡航への支援をいただいており、大学校費ではいき届か

ない所をうまく助けてもらっています。 

 今後、いろいろと大変なことがおきたとしても、執行

部の一員として、教員と学生の教育・研究をつつがなく

行うことができる環境を維持していけたらと思っていま

す。 

 

 

 

副研究科長 竹内
たけうち

 康雄
やすお

 

 副研究科長を務めて 

おります物理学専攻の 

竹内です。今年度は副 

研究科長として２年目 

で、主な担当は自己評 

価、国際交流、学術研 

究推進、安全衛生関係 

の業務です。昨年のこ 

の原稿を書いていた頃 

以後の私関係の主な業 

務の概要を紹介します。 

 国際交流に関して、2019年度は、自然科学系５部局が

共催する短期サマースクール(One week experience in 

Kobe University, 2019)の幹事を理学研究科が担当しま

した。このサマースクールは本学が推進する「理工系人

材育成プログラム」の支援を受ける形で 2019 年７月１

日～５日に開催されました。理学研究科ホームページの

｢国際交流」タブに概要が掲載されています。 

 今回は、７カ国９つの海外協定校から計 22 名の自然

科学系の学生を招へいしました。この他に、本学農学研

究科英語コース履修者留学生３名(ブルガリア、インドネ

シア、中華人民共和国)の参加があり、計25名の参加者

でした。 

 プログラムは、例年同様、海事科学研究科、システム

情報学研究科、理学研究科、農学研究科、工学研究科が

１日ずつ担当しました。2019年度は、英語による講義に

加え、深江丸での乗船実習、さんちか実証実験の見学、

SPring-8・SACLA の見学、食資源教育研究センターでの

農業実習、人と防災未来センターの見学を行いました。 

 留学生の入国日に関西空港から三宮までの高速バスが

G20 大阪サミットの関係でほぼ全て運休するなど若干対

応すべき事がありましたが、大きな問題はなく無事終了

しました。参加者を対象としたアンケート結果から、ほ

ぼ全ての参加者が全てのプログラムに満足し、友人へ勧

めたいと考えていることがわかって良かったです。 

 この取り組みは 2015 年から５年間続きましたが、同

じ形式での短期サマースクールは今回の開催で一旦終了

することになったようです。ただ、グローバル化の推進

は本学の現在の中期目標の一つでもあるため、今後は別

の形で留学生受け入れの増加を図っていくことになると 

思います。 

 安全衛生関係では、今回初めて理学研究科・理学部の

｢安全の手引」の編集を担当しました。この業務には「安

全の手引」編集委員会及び協力委員の先生方そして事務

の担当職員の皆様に協力していただきました。2019年度

版では、新しい試みをいくつか行いました。まず、これ

まで「概要版」とフルの「安全の手引」を別々の冊子体

で作成していたものを一つにまとめた冊子体を作成しま

した。また、同内容の、フルの「安全の手引」PDF版も作

成しました。 

 実は私自身は 2010 年度に本学に赴任しましたが、こ

れまで理学研究科の安全の手引（冊子体）を入手する機

会が無く、今回初めて冊子体を受け取りました（着任の

際に先端融合研究環の安全の手引の冊子体をいただいて

いたので、そちらを参考にしていました）。 

 理学研究科の安全の手引は、新任教員にも是非読んで

いただきたい内容と感じましたので、これまでの冊子体

は主に新入生への配布のみ行っていたようですが、2019

年度からは新任教員にも配布し、希望する研究室や教員

にも配布を行うことにしました。また、併せてPDF版の

フルの安全の手引を理学研究科ホームページから(学内

限定で)ダウンロードできるようにし、学内関係者がいつ

でも容易に参照できる形にしました。安全の手引きは、

今年も 10 月頃から改訂作業に取りかかる予定にしてい

ます。 

 自己評価に関連して、いよいよ第３期法人評価や理学

研究科の外部評価に関する業務が忙しくなってきました。

特に今回は外部評価のための自己点検評価報告書の作成

と、法人評価のための現況調査表の最初の締め切りがど

ちらも 2019 年の９月中旬にあったので、毎年４月～７

月に作成している年次報告書をまとめた後、引き続き夏

休み前からほぼこの業務にかかりっきりでした。 

 自己評価委員の先生方や事務の担当職員の皆様にもか

なり手伝っていただき、これまでのところ、なんとか予

定通り準備を進めてきています。2019年度の後半は、評

価関係の業務を重点的に進めることになりそうです。昨

年のここでも少し書いたのですが、結局、一部の理学研

究科・理学部のＯＢ・ＯＧの皆様方にアンケートの依頼

をさせていただく事になりました。 

 今回は、理学部や理学研究科を卒業・修了して５年程

度たった時期のＯＢ・ＯＧの一部の皆様方に９月～11月

頃に電子メールで依頼しました。これは、2021年度に行

われる本学の大学機関別認証評価において、「卒業(修了)

後一定期間の就業経験等を経た卒業(修了)生からの意見

聴取により、ディプロマ・ポリシー（DP）に則した学習

成果が得られている」のような自己点検・評価項目があ

り、それに対応する資料を準備するためです。 

 今後もＯＢ・ＯＧの皆様方に意見を伺う機会があるか

もしれませんが、その際には是非ともご協力いただけれ

ばと思います。 

副 研 究 科 長 と し て 
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数学 専攻長 兼 学科長 青木
あおき

 敏
さとし

 

 数学科・数学専攻の近況 

をお知らせします。 

 例年、本欄では、年度初 

めに着任された先生を紹介 

しておりますが、本年度は 

新規に着任された先生はご 

ざいません。大学をとりま 

く環境は年々厳しくなって 

おり、数学科・数学専攻に 

おいても、定年退職や転出 

によるポストを直ちに補充することは困難なのが実情で

す。特に解析系は、ここ３年余りで定年、転出、逝去に

より３名の准教授が退職し、今年度末には野海正俊教授

が定年退職されます。数学科・数学専攻では、解析数理

講座の教育研究活動を今後も積極的に推進していくため

の教員人事は最も優先度が高いと認識しており、来年の

本欄において新任の先生をご紹介できることを目指して

おります。 

 数学専攻の事務スタッフに関しましては、2018年３月

末に退職された小橋侑希子さんが、2018 年 10 月より復

帰されました。小橋さんは図書の事務員を担当されるこ

ととなり、事務スタッフは再び４人体制となっています。 

 2018 年４月に理学研究科長に就任された福山克司教

授は、今年は任期２年目となり、引き続き理学部・理学

研究科のために尽力されています。引き続きのご活躍を

大いに期待したいと思います。 

 2017 年４月より 2019 年３月まで、本学の副学長（数

理データサイエンス・共通教育担当）・国際教養教育院長・

大学教育推進機構副機構長を務められました齋藤政彦教

授は、2019年４月より引き続き、本学の副学長（数理デ

ータサイエンス・研究推進担当）・学術研究推進機構副機

構長に就任されました。2017 年 12 月に発足した数理デ

ータサイエンスセンターでも、センター長を務められて

います。今後のご活躍を大いに期待したいと思います。 

 福山克司教授、齋藤政彦教授という、ご経験が豊富で

卓越した指導力をもつお二人の先生が大学運営に従事し、

数学科・数学専攻の運営の第一線から身を引いた状態と

なっていることは、大変な痛手ではありますが、残され

た教員が一丸となり、教育と研究の充実に努めておりま

す。大学においては、クォーター制の見直し、新入生の

PC必携化などの動きがあり、今後も様々な改革が行われ

ることが予想されますが、数学科・数学専攻の初心を忘

れず、本来の研究と教育をより一層推進させていきたい

と考えております。同窓会の皆様には、今後ともご理解

とご支援を賜りますよう、何とぞよろしくお願い申し上

げます。

  

 

 

物理学 専攻長 兼 学科長 河本
こうもと

 敏郎
としろう

 

 本年度から専攻長・学科 

長を務めております河本で 

す。よろしくお願い致しま 

す。早速ですが、ここ１年 

間の物理学専攻・学科の近 

況をお知らせします。 

 最初に、教職員の異動に 

ついてですが、粒子物理学 

講座で教育研究活動をされ 

てきました特命助教の川出 

健太郎先生が 2019 年３月に信州大学理学部の助教とし

て転出されました。2019年４月に中野佑樹先生が特命助

教として着任されました。また、2019年６月に分子フォ

トサイエンスセンター助教の高橋英幸先生が物理学専攻

兼任となりました。中野先生は粒子物理学研究室で，高

橋先生は物性物理学講座極限物性物理学研究室で教育研

究活動をされています。 

 物理学専攻内のサバティカル制度は 2019 年度で第２

回目となり，2019年度は播磨尚朝教授がサバティカル教

員として教育研究に専念されています。新学術領域研究 

｢J-Physics: 多極子伝導系の物理」は 2019 年度に最終

年度を迎え、領域代表の播磨教授は、領域全体の研究活

性化と成果の取りまとめなどの活動をされています。 

 次に、物理学専攻・学科のこの一年の主な活動状況に

ついてお知らせします。理論物理学講座関連では、2018

年８月に坂本眞人准教授と野海俊文助教らが主催する国

際ワークショップ“Strings and Fields 2018”が京都

大学基礎物理学研究所で開催されました。日本物理学会

英文誌(JPSJ)の2018年11月号に掲載された空間反転対

称性の破れた物質で観測された軌道交差に関する播磨尚

朝教授と舩島洋紀講師らの論文、および 2019 年４月号

に掲載されたウラン化合物の新奇エキゾチック超伝導に

関する播磨尚朝教授らの論文が、それぞれ JPSJ 注目論

文に選出されました。播磨尚朝教授は財務貢献者として

2018の年度学長表彰を受けました。早田次郎教授が日本

学術振興会の特別研究員等書面審査における有意義な審

査意見を付した専門委員(平成 30 年度)として表彰され

ました。また、大学院生の伊藤飛鳥さんが2019年３月の

日本物理学会第 74 回年次大会で学生優秀発表賞を受賞

しました。 

 粒子物理学講座関連では、身内賢太朗准教授と越智敦

彦准教授が財務貢献者としてそれぞれ 2018 年度の学長

理 学 研 究 科 専 攻 長 兼 理 学 部 学 科 長 か ら 

数 学 専 攻 ・ 数 学 科 

物 理 学 専 攻 ・ 物 理 学 科 
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表彰を受けました。粒子物理学講座の教員と学生が参加

しているスーパーカミオカンデ(SK)実験で用いる SK 検

出器は、世界最大の純水を用いたニュートリノ検出器で

す。2018年９月に、次世代の検出器ハイパーカミオカン

デ(HK)も 2020 年４月建設開始と決まり、各種新聞や日

経サイエンス等で報道されました。2018 年 11 月には、

SK検出器の改修作業がNHKのコズミックフロントで取り

上げられました。2019年３月に、岐阜県飛騨市が「ひだ

宇宙科学館カミオカラボ」をオープンし、SKでの研究は

地域社会での注目も集めています。 

 物性物理学講座関連では、大学院生の岡本翔さん、高

橋英幸助教、大道英二准教授、太田仁教授らの研究グル

ープは、金属イオンを含むタンパク質の電子状態を微量

の溶液でも決定できる新しい分析手法の開発に成功し、

その成果が2018年11月に Applied Physics Letters誌に

掲載され、特に注目度の高い論文として Editor’s Pick 

に選出されました。 太田仁教授と櫻井敬博助教(研究基

盤センター)らの研究グループは、フラストレート磁性体

の量子相転移の圧力･磁場制御を実現することに成功し、

その成果が2019年３月に Nature Communications誌に掲

載されました。また、大道英二准教授が財務貢献者とし

て2018年度の学長表彰を受けました。 

 教育、研究活動の他にも学外向けに、３年次編入学と

大学院入学希望者向けのオープンラボ(４月と６月)、一

般向けのサイエンスセミナー(７月)、高校生向けのオー

プンキャンパス(８月)、卒業生向けの理学部ホームカミ

ングデイ(10月)、高校生向けの模擬授業、高校への出前

授業など、広報・社会貢献活動も多数の教員や大学院生

が分担協力して実施しています。 

 このように、この一年も活発な教育，研究等の活動を

行ってきました。今後も引き続き高いアクテビティの維

持に努め、社会への研究成果の発信も行いたいと考えて

います。今後とも同窓会の皆様のご支援をよろしくお願

い申し上げます。
 
 

 
 

 
 

化学 専攻長 兼 学科長 林
はやし

 昌彦
まさひこ

 

 昨年度と同様、化学専攻・ 

化学科の近況につきましては、 

学生の学会・論文発表をはじ 

め教員の研究・教育活動状況、 

学会の賞の受賞を含め化学専 

攻・理学研究科のホームペー 

ジに随時掲載しておりますの 

で、そちらを見ていただけれ 

ばと思います。ブックマーク 

に入れていただき、いつでも 

どこでもホームページと繋が 

っていただければありがたいです。 

 今年は化学にまつわる言葉について、二つほど紹介さ

せていただきます。ご存知かもしれませんが、「chemistry」

には「化学」という意味の他に「相性」という意味があ

ります。実際、アメリカ人はよく使うようで、最近でも

トランプ大統領が「…とはgood chemistry」と言ってい

ました。ただ、ここで「…」には「金正恩」が入ります。 

 アメリカプロバスケットボール(NBA)の八村塁選手も

チームメンバーと「good chemistry」と言っていたこと

からかなり日常語として使われているようです。日常で

使われると言えば、日本でも大きな変化が起こるときに

｢化学反応」という表現や「触媒」という言葉が以前に比

べ頻繁に使われるようになったと感じます。 

 もう一つはアルコールの「ア」、アルカリの「ア」、錬

金術アルケミーの「ア」、これらはすべてal-で始まって

いますが、これはアラビア語の接辞です（定冠詞 theで
はありません）。このal-で始まるアラビア起源の英語は

化学の分野に限らず、「代数学」のalgebra、「アルゴリ 

ズム = algorithm」などがあります。 

 これは中世のころは西洋よりもイスラム語圏の方が文

化や科学水準が高かったためと言われています。カター

ルの衛星テレビ局の「アルジャジーラ =  Al Jazeera」、

地名では「アルハンブラ宮殿」のAlhambra。ゴルフをさ

れる方なら「アルバトロス = Albatross（あほうどり）」、

｢アルカイダ」のAl-Qaeda、「生活歴 = Almanac」、など

英単語にはさりげなくアラビア語が入っています。ここ

まで読んでくださった方、そんなこと知っていたよ、と

思われますね。 

 それでは、最後に皆さんがパソコンで必ずや使われて

いるであろう「アドビ・アクロバット = Adobe Acrobat」

をあげておきます。？Al-は入っていないではないか、と

思われますね。Al- のlは歯茎音（t, d, s, zなど）の

前では同化して消えています。「化学」にまつわる言葉か

らずいぶん話がそれてしまいました。 

 最初にも書かせていただきましたが、インターネット

の時代ですので、化学専攻・化学科のことは年に1回発

行の「くさだより」だけでなく、いつでも、どこからで

もホームページにアクセスしていただき後輩の学生、教

員の活躍ぶりを温かく見守っていただき、引き続きご支

援・応援していただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 専 攻 ・ 化 学 科 

  理学研究科・くさの会懇談会にて （2019年４月17日） 
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生物学 専攻長 兼 学科長 深城
ふかき

 英弘
ひでひろ

 

 生物学専攻・生物学科の 

近況をお知らせいたします。 

 まず、教職員の異動につ 

いて、昨年度３月末に生体 

分子機構講座の前川昌平教 

授がご退職されました。 

 前川先生は、ほ乳類の脳 

神経系の構築と機能に関与 

するタンパク質を生化学的 

・細胞生物学的立場から研 

究してこられました。長年、生物学専攻・生物学科の教

育・研究と運営において多大なご尽力をいただきました

こと、心より感謝いたします。 

 一方、本年度４月には生物多様性講座に上井進也教授

が着任されました。上井先生は海藻類の系統分類学がご

専門で、主に褐藻類を対象とした研究をされています。 

また、８月には末次健司講師が学長戦略准教授に昇任さ

れました。末次先生は植物やキノコ、昆虫を対象とした

生態・進化・系統学がご専門で、従属栄養植物の進化生

態学研究や新種の植物の発見などの活躍から、昨年度10

月に学長表彰を受けておられます。さらに、本年度、生

命情報伝達講座の松花沙織助教が育児休業をされる期間

の代替教員として、９月末に巳波孝至助教が着任されま

した。これは神戸大学の「育児休業に伴う代替教員制度」

による採用で、理学研究科では最初となります。 

 次に、この１年間の教員の主な活躍についてお知らせ

します。2019年３月に川井浩史教授が、褐藻類の分類・

系統・生物地理などに関する研究成果により、日本藻類

学会学術賞（山田賞）を受賞されました。また、８月に

は菅澤薫教授が、紫外線誘発DNA損傷の修復機構に関す

る研究成果により、第４回アジア・オセアニア光生物学

会の学会賞を受賞されました。 

 それ以外にも、多くの教員が研究・教育や社会活動に

おいて活躍されています。連携講座・発生生物学講座の

倉谷滋客員教授（理化学研究所）と大学院生の樋口真之

輔さんらは、顎をもたない脊椎動物のヌタウナギとヤツ

メウナギにおける内耳の発生を解析し、脊椎動物で聴覚・

平衡感覚を担う内耳の進化過程の一旦を明らかにした論

文をNature誌に発表されました（2018年12月）。 

 また、尾崎まみこ教授の研究グループは、神戸大学人

文学研究科らとの共同研究で、生後間もない赤ちゃんの

｢頭のにおい｣ の化学構成を初めて明らかにし、出生後の

時間経過によるにおいの変化などを人がどの程度識別で

きるかを感覚心理学的に調査されました（2019年９月に

Scientific Reports誌に掲載）。さらに、石崎公庸准教

授の研究グループは、コケ植物のゼニゴケが植物体から

新たなクローン繁殖体（無性芽）をつくる仕組みに関し

て、続けて二つの重要な因子を発見されました（2019年

10月と11月にそれぞれCurrent Biology誌に掲載）。 

今後、植物の多様な繁殖様式の基本メカニズムとその進

化の道筋の理解に貢献できると期待されます。これらの

成果以外にも教員の最新の研究成果は、生物学専攻・生

物学科ホームページのトップページで随時紹介していま

すので、是非ご覧下さい。 

 生物学専攻・生物学科の教員数は、2019 年 10 月の時

点で１名の特命教員、連携講座６名の客員教員を含め、

33名となっていますが、本年度末には３名の教授が定年

退職の予定です。次年度以降の専攻・学科の教育・研究

レベルと運営体制を維持していくには、新たな教員の補

充が必要です。そのため現在、生体分子機構講座では２

名の講師または准教授の公募人事が進んでいます。ベテ

ラン・中堅・若手教員のバランスをとりながら、次年度

以降も専攻スタッフの体制を充実させていくつもりです。 

 さて、学部の教育に目を向けますと、2016年度入学生

から始まった２学期制クォーター制度が４年目を迎えま

した。ギャップタームを利用した短期留学を促進するこ

とが一つの目的でしたが、この間、定期試験と成績評価

の回数が増え、教員や事務職員の負担も増えました。そ

のため全学でクォーター制度の見直しが始まっています。 

 また、入学試験に関しては、生物学科の定員は2017年

度から５名増え、25名となりましたが、理学部生物学科

と惑星学科では個別学力試験による入学試験に加え、昨

年度から新たにアドミッション・オフィス（ＡＯ）入学

試験を開始しました。 

 生物学科のＡＯ入学試験の定員は３名で、書類審査に

よる一次審査、小論文と面接・口頭試問による二次選抜

を行い、二次選抜合格者のうち、大学入学試験センター

試験５科目７教科の得点の合計が900点満点中700点以

上の者を合格とする方式です。 

 残念ながら、昨年度の入学試験では最終合格者がいま

せんでしたが、今年度も引き続きこの方式でＡＯ入学試

験を行って、生物学を探究する意欲の高い学生を、多面

的に学力を評価することにより確保したいと考えていま

す。そのため高校生見学会や高大連携活動において、こ

の理学部生物学科のＡＯ入学試験について広くアピール

をしています。 

 毎年、くさの会より生物学科の野外実習・臨海実習に

ついて実習支援費をいただいております。おかげさまで

実習に参加する学生の負担が軽減されており、心より感

謝申し上げます。 

 今後も生物学専攻・生物学科の教員一同、優れた研究

と充実した教育に努めて参りますので、同窓会の皆様の

ご理解とご支援のほど、どうぞよろしくお願い申し上げ

ます。 

 

 

 

 

 

 

生 物 学 専 攻 ・ 生 物 学 科 

    オープンキャンパスの一コマ （2019年８月９日） 
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惑星学 専攻長 兼 学科長 牧野
まきの

 淳 一 郎
じゅんいちろう

 

 惑星学専攻・惑星学科の近況 

をお知らせします。まず教員等 

異動として、６月１日に地質調 

査、岩石の磁化測定、化学組成 

分析などによる火山の噴火現象、 

特に火砕流についての研究を専 

門とする中岡礼奈氏が海洋底探 

査センター (KOBEC)助教に、噴 

火頻度の推定のための大規模噴火データベースの分析や

山口県北部の阿武単成火山群の地質学的研究、鹿児島県

の鬼界火山での噴火リスク評価などに取り組んでいる、

清杉孝司氏がKOBEC講師に着任し、惑星学専攻に配置さ

れました。さらに、11月１日には太陽系氷天体の表面地

形のテクトニクスと衝突破壊現象に関する実験的研究を

専門とする保井みなみ助教が講師に昇格しました。 

 10 月１日付けで技術専門職員の小川和律氏が JAXA 

に出向しました(３年間の期限つき)。小川氏は、惑星学

専攻での実験的研究のサポート、ネットワークその他の

担当業務の他、はやぶさ２の人工クレーター実験で、ク

レーター形成の瞬間を捉えた本体から分離するカメラ

DCAM3の開発の中心として活躍し、さらにJAXAの次の惑

星探査ミッションである火星衛星探査計画（MMX）に深く

かかわってきましたが、これから３年間は JAXA で MMX

計画の推進に貢献することになります。小川氏不在の間

の特命技術員として白井慶氏が JAXA から異動しました。 

 2019 年度末には本専攻を長く支えてきた鈴木桂子教

授、兵頭政幸教授(地質学)ならびに巽好幸教授(岩石学・

鉱物学)が定年を迎えますが、現在多くの教員人事が進ん

でおります。 

 この１年間の研究関係のニュースは数多くありますが、

一部だけを簡単に紹介します。「あかつき」科学チームに

属する本専攻関係者と惑星科学センター（CPS）がLOC 事

務局となって、金星探査機「あかつき」の成功を受けて

の国際研究集会 International Venus Conference 2019 

を北海道ニセコで開催しました。 当該会議は藤原科学財

団からの助成を得て実現したもので、第 74 回藤原セミ

ナーを冠し、内外から100名超の研究者・院生の参集を

得て、金星内部から大気外圏に至るまでの様々な問題に

関して活発な議論が行われました。北海道地震のために

2018 年９月の開催予定が一旦キャンセルされましたが、

藤原財団のおかげで、2019 年５月 31 日～６月３日に延

期開催することができました。 

 斎藤貴之准教授及び牧野を含む共同研究グループが、

月の起源と考えられている巨大衝突について、従来の問

題を解決する理論を発表しました。巨大衝突説では原始

地球に火星くらいの「インパクター」がぶつかり、その

時にまきちらされたものがもう一度集まって月になりま

すが、月になる物質はインパクター起源が多く、月や地

球の石の同位体組成とあいませんでした。原始地球にマ

グマオーシャンがあることを取り入れた計算を行うと原

始地球起源が多くなる、という結果になったものです。

この結果はNature Geoscience に発表されました。 

 中村昭子准教授、小川諒氏（2016 年度前期課程修了）

らは、コートダジュール天文台等との共同研究により、

JAXA 宇宙科学研究所の二段式軽ガス銃を用いて鉄隕石

母天体上の衝突クレーター形成模擬実験を行い、衝突に

よって溶けた岩石の弾丸の成分がターゲットに作られた

クレーターの底部を覆い、金属の特徴を隠すこと、その

ため、リモート観測では「見かけ上」鉄が豊富な小惑星

が少なくなることを示しました。この成果は Nature 

Advancesに掲載されました。 

 樫村博基特命助教、大淵済研究員、高橋芳幸准教授、

林祥介教授らは、金星探査機「あかつき」による近赤外

観測によって発見された下層雲の惑星規模筋状構造を、

地球シミュレータを駆使した高解像度シミュレーション

で再現することに初めて成功しました。そして筋状構造

は、金星雲層内の安定度の低い層付近で発生する傾圧不

安定によって形成されること明らかにしました。この成

果は、Nature Communications に掲載されました。 

 上野友輔氏(2018 年博士前期課程修了、現在環境省)、

楊天水氏(2005 年後博士期課程修了、現中国地質大学教

授)、兵頭政幸教授らは中国黄土高原のレス(風成)層を調

査・分析して、地磁気逆転時に起こった風送塵の粗粒化

と堆積速度の増加をもたらす「冬の季節風の強化イベン

ト」を発見し、その原因は銀河宇宙線が誘起した下層雲

の日傘効果にあることを初めて明らかにしました。この

成果はScientific Reportsに掲載されました。 

 2019 年３月 25 日には林教授が日本気象学会が気象学

の発展に貢献したシニアな研究者に贈る藤原賞を受賞し

ました。受賞理由は「地球流体力学・惑星気象学の推進

ならびに関連知見集積のための情報基盤の構築」です。 

 海洋底探査センター(KOBEC)に関する最大のニュース

は、11月５日に東京で開催した記者発表会で、武田学長

が「海の神戸大学」を目指す「海神プロジェクト」の開

始を宣言したことです(http://www.org.kobe-u.ac.jp 

/kaijin-pj/ )。また、新たな研究組織「神戸大学高等研

究院 海共生研究アライアンス」も発足しました。 

 惑星科学研究センターは、４年間に及んだ宇宙科学研

究所との連携事業が終了し、全国の院生・若手研究者を

対象とした探査ミッション立案スクールを都合７回開催

し、好評裏に幕を閉じました。予算継続に至らなかった

ことは残念ですが、一方、ポスト「京」富岳の活用をは

じめとし、民間企業との共同研究部門の発足による、将

来のスーパーコンピューターのプロセッサの研究開発の

着手など計算惑星学の展開は順調に進んでいます。 

 日々の研究教育の現場では、英語入学試験・共通テス

トの問題さらには実際には学生の負担が増える「大学無

償化」などの政策の混乱に振り回されつつ、学生により

良い教育をするべく努力しております。皆様のご助言、

ご支援をいただければ幸いです。 

惑 星 学 専 攻 ・ 惑 星 学 科 
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国際ザボイスキー賞受賞 

日本藻類学会学術賞（山田賞）受賞 

 

 

 

 

理学研究科 物理学専攻 教授 太田
おおた

  仁
ひとし

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 今年2019年9月26日にロシア・カザン（サッカーの

ロシアワールドカップで、日本チームが合宿した所）の

市庁舎ホールにおいて、国際ザボイスキー賞を受賞しま

したので、ご報告いたします。 

 受賞題目は「テラヘルツ強磁場電子スピン共鳴装置開

発と、その固体物理学研究への応用に関する際立った功

績に対して」で、筆者が1988年に神戸大学に赴任して以

来、一貫して行ってきた多重極限テラヘルツ(THz)電子ス

ピン共鳴(ESR)装置の開発と、その磁性研究への応用が国

際的に高く評価されたものです。 

 本賞の名称となっているザボイスキーは 1944 年、モ

スクワから研究所ごと疎開していたロシアのカザンにお

いて、世界で初めて固体の磁気共鳴（電子スピン共鳴）

の観測に成功しました。これは固体の核磁気共鳴の業績

でノーベル賞を受賞した米国のブロッホとパーセルの観

測(1946年)に先んじるもので、現在なら間違いなく共同

受賞していたと考えられます。そこで、このザボイスキ

ーの偉業を称えるために、1991年より毎年カザンにおい

て、電子スピン共鳴の開発や応用に関して顕著な功績が

あった研究者に国際ザボイスキー賞が授与されています。 

 特に 2019 年はザボイスキーの電子スピン共鳴発見 75

周年の節目の年で、それを記念した国際シンポジウム

EPR-75 の中のイベントとして授賞式が行われたもので、

非常に名誉に感じています。現在国際ザボイスキー賞は、

ザボイスキー物理工学研究所、カザン連邦大学、タタル

スタン共和国政府、シュプリンガー社のサポートを受け

て運営されています。 

 次に、筆者らの開発について少し説明させていただき

たいと思います。まず、電子スピン共鳴(ESR)は分光法の

ひとつで、物質中の電子の情報を得る計測法です。電子

は負の電荷とミクロな磁石の性質を生じるスピンという

自由度を持っており、このミクロな磁石を磁場中におい

て電磁波と相互作用させて得られる電磁波の共鳴吸収を

観測して電子の情報を直接得るのがESRという手法です。 

 市販のESR装置は、Xバンド(約9 GHz)の電磁波と、1

テスラまでの磁場を発生できる電磁石を用いて測定を行

います。一方、我々が開発しているテラヘルツESRは、

X バンドの 100 倍にもおよぶ周波数(テラヘルツ帯)の電

磁波を用い、高分解能かつXバンドでは計測不可能なESR

観測を可能にします。そして、多重極限とは、低温、高

圧、強磁場、高周波数、微量計測など多様な極限環境を

指し、「極限物性物理学」という研究室の教育研究分野名

にまさに合致するものです。 

 もちろん、このような開発や応用の成果は私ひとりで

成し得るものではなく、長年にわたる院生や研究室スタ

ッフ、共同研究者の努力の賜物であり、ここに謝意を表

したいと思います。そして、この受賞を糧に、さらに精

進していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 理学研究科生物学専攻の川井浩史教授は、藻類、特に

褐藻類の分類・系統・生物地理などに関して先進的な研

究を進め、多数の新分類群・新組み合わせを発表。その

中には、褐藻類の起源を探る上で重要な知見や関連する

系統群の新綱・新目の発見も含まれており、褐藻分類学

を牽引してきました。また、褐藻の遊走細胞に関する細

胞学的研究や、カヤモノリやシオミドロの分子生物学的

研究、日本から世界に拡がったとされる移入海藻の生物

地理学的研究等、様々な分野で顕著な業績を上げました。 

 加えて、日本海での大規模重油流出事故後の沿岸生物

相調査、NaGISAプロジェクト、モニタリングサイト1000

事業等の生態学的調査にも積極的に取り組み、持続的な

藻場モニタリング調査を推進してきました。さらに、ナ

ショナルバイオリソースプロジェクトで海藻カルチャー

コレクションを立ち上げ、海藻保存株の収集・保存・提

供を行うことで海藻研究の発展にも大きく寄与しました。 

 川井教授は、国内外の藻類研究者と幅広いネットワー

クの礎を築き、国際学会の誘致・開催や日本藻類学会及

びアジア太平洋藻類学会連合の会長、国際的な藻類雑誌

の編集長を務める等、藻類学の普及にも努めてこられま

した。       〔神戸大学ホームページより転載〕 

研 究 へ の 取 り 組 み 

 左：タタルスタン共和国のLeyla Fazleeva副首相 

 右：主導するザボイスキー物理工学研究所所長サリコフ教授 

(筆者：前列中央) 
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理学研究科 化学専攻 教授 大西
おおにし

 洋
ひろし

 

 日本表面真空学会は旧日本 

表面科学会と旧日本真空学会 

が2018年に合併した組織で、 

個人会員2,300人余り(内学 

生会員430人)からなる公益 

社団法人です。この学会の 

学会賞をいただきました。 

 ｢金属酸化物単結晶表面 

の原子レベル観察とその触 

媒作用に関するパイオニア 

研究」が受賞業績です。せっかく誉めていただいたので、

面映ゆいのですが、内容を説明させていただきます。 

 金属酸化物は大西が東京大学に在学したときからの研

究対象です。1994年に酸化チタン（TiO2）結晶表面を走

査トンネル顕微鏡で観察して原子分解能像を世界に先駆

けて取得し、正電荷をもつチタンカチオンに選択的に吸

着する有機分子アニオンをマーカーに利用して、ひとつ

ひとつのチタンカチオンを識別しました。走査トンネル

顕微鏡を用いた金属酸化物研究の黎明期における原子レ

ベル化学分析の代表例として、25年を経た現在でも頻繁

に引用される研究成果です。

 1999年に神奈川科学技術アカデミーに研究室長（PI） 

として異動し、酸化チタン表面に吸着した有機分子が光

触媒反応によって分解する過程を走査トンネル顕微鏡で

観察しました。また、伝導性に乏しい金属酸化物を原子

分解能で観察できる周波数変調型の原子間力顕微鏡を用

いて酸化チタン表面に混合吸着した二種類の分子アニオ

ン（HCOOとCH3COO）の大きさの違いを明確に識別しまし

た。 

 本学着任（2004年）を契機として顕微鏡計測の環境を

液体中に広げることを決意し、水あるいは有機溶媒に浸

漬した固体の表面形状と、固体に接する液体の局所密度

分布を、原子間力顕微鏡を用いて計測評価する研究を系

統的に展開してきました。炭酸カルシウム結晶や親水性

単分子膜などに接する液体の密度分布を比較して、ギブ

ズ自由エネルギー分布をもとに界面液体の密度分布を統

一的に解釈する考え方を提唱しました。 

 2004 年以降に発表した査読つき原著論文 96 報のうち

41 報は国内共同研究の成果で 15 報は海外研究者との共

著論文です。ひとつの専門分野に籠もるのではなく、広

く研究分野をまたいでエキスパートを集めた研究チーム

を組織し、多面的アプローチの結果を統合して、表面界

面が発揮する機能の発現メカニズムをできるだけ平易に 

説明するスタイルを志
こころ

がけてきました。今後ともご支 

援を賜りますようお願い申しあげます。
 

 

 

理学研究科 化学専攻 教授 小堀
こぼり

 康博
やすひろ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2019年９月11日と９月17日に第33回光化学協会

賞と第４回分子科学国際学術賞をそれぞれ受賞いた

しました。筆者の専門は「物理化学」ですが、植物が

どのような仕組みで光合成を行うのかに興味を持ち

研究を行ってきました。光合成や有機太陽電池などで

は光が電荷を伝える中間体を瞬時に生みだし、私たち

が活動するエネルギー源を与えます。 

 この中間体は、正の電荷と負の電荷が離れた電荷分

離状態とよばれ、極めて不安定でかつ生まれた電荷を

戻し元の安定な分子になろうとします。ですから、こ

のエネルギー損失を起こさずに光を化学エネルギー

に換えることは簡単ではありません。人類が直面して

いる地球温暖化などの問題を解決するには、光合成や 

太陽電池が電荷を伝えるしくみを詳しく調べ、さらに 

 
効率のよい人工光合成や太陽電池に結びつけていく

ことが重要です。 

 このためには、タンパク質や太陽電池において複雑

に配置された分子同士がどのような相互作用を持ち、

どのような立体配置で電荷が伝達されていくのかを

詳しく調べる必要があります。 

 これまで、光の入射直後に生じる電荷分離状態がど

のような立体構造をもち、どのようなはたらきで電荷

を伝えるのかを実証した研究はありませんでした。筆

者が 2013 年４月本研究科に着任後、私たちは電荷が

もつ磁気的性質を計測する「時間分解電子スピン共鳴

法」を用い、種々の電荷分離状態を捉えました。さら

に、正電荷と負電荷の対が持つ量子もつれと種々の磁

気異方性を利用し、反応初期過程をオングストローム

領域の三次元映像化で明らかにする立体構造解析法

を独自に開発し、2017年に論文発表しました。 

 この方法で植物の光化学系 II タンパク質が水分解

を可能にした分子論的進化の仕組みや太陽電池の電

荷生成機構が明らかとなり、今回の受賞になりました。 

 筆者の着任当初より、当研究室の学生諸君はそれぞ

れが個々の研究テーマを持ちデータ計測と量子論に

もとづく地道な解析を粘り強く進めています。このよ

うな努力が今回の受賞につながっており、学生諸君を

大いに称えたいと思います。各賞にご推薦頂いた京都

大学教授の今堀博先生と本研究科化学専攻教授の大

西洋先生にも誠に感謝いたします。 

日本表面真空学会 学会賞受賞 

光化学協会賞､分子科学国際学術賞受賞 

  左から-後列：尾崎さん､尾山さん､濱田研究員､松田さん 

      前列：岡村さん､筆者､長友さん 
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アジア･オセアニア光生物学会賞受賞 
 

 

 

理学研究科 生物学専攻 教授 菅澤
すがさわ

 薫
かおる

 

 この度、アジア･オセアニア 

光生物学会から､学会賞に相当 

するAOSP Awardを授与してい 

ただきました。９月22日に、 

中国・青島で開催された同学 

会総会で講演するとともに授 

賞式に出席してまいりました。 

私の専門は生物がゲノムDNA  

の損傷を修復するメカニズム 

とその異常が引き起こす疾患に関する研究です。 

 DNA は体内で発生する活性酸素や、環境由来の様々な

要因によって絶えず傷ついており、中でも紫外線は私た

ちが最も日常的に曝される脅威の一つです。ゲノム DNA

は長大であり、細胞にとって何時どこで発生するかわか

らない損傷を速やかに見つけて修復することは決して容

易なことではありません。修復に失敗すれば、がんをは

じめとする様々な疾患の発症にもつながります。 

 私はこれまでの研究を通じて、ヒトの細胞が紫外線に

よって発生したDNA損傷を効率良く見つけて修復を開始

し、皮膚がんを防いでいるメカニズムの理解に貢献して

きたと自負していますが、今回、その業績を評価してい

ただきました。光生物学会はDNA損傷の修復だけでなく、

植物の光合成や動物の目で光を感知する受容体、光関連

技術の医学応用など、光と生物に関連したありとあらゆ

る研究テーマを含む分野横断的なコミュニティです。 

 国内の関連団体である日本光生物学協会には、私が所

属する日本生化学会や日本放射線影響学会を含め、生物

学、化学、医学、農学など、幅広い分野から12の学協会

が加盟しています。このようなコミュニティで業績を評

価され、表彰していただけたことは大変光栄なことです。 

 2007年に教授として神戸大学に着任して以来、多くの

スタッフや学生の皆さんと協力して研究を進めてきまし

たが、その成果がこのような受賞に結びついたことを大

変嬉しく思います。 

 また、神戸大学の関係者、とりわけ所属先である理学

研究科、バイオシグナル総合研究センターの皆様の日頃

のサポートと励ましに深く感謝いたします。今後とも努

力してまいりますので、引き続きご支援のほど、どうぞ

よろしくお願い申し上げます。

  

 

 

 

理学研究科 惑星学専攻 林
はやし

 祥介
よしゆき

 

 この度、日本気象学会から 

｢ 調査・研究・総合報告・著 

述その他の活動により、日本 

の気象学及び気象技術の発展 

・向上に寄与した者」として 

シニアな会員を顕彰する藤原 

賞をいただきました。「 地球 

流体力学惑星気象学の分野に 

おいて世界を先導する研究業 

績をあげるとともに、同分野 

における科学的知見や研究推進に必要な計算機・情報関

連の諸資源を、インターネット上に集積・開発する活動

を長年にわたって提唱し主導し、同分野の研究教育、情

報交換のため研究会・セミナー等の場を立ち上げ、継続

的な実施による若手研究者の育成にも尽力してきた 」

というのがその受賞理由です。 

 業績の一つは、80 年代中葉に着手した「水惑星実験」

（APE=Aqua Planet Experiment）の研究です。単純な設

定=「全球が海洋に覆われた仮想的な惑星上」での大気大

循環を計算機中に数値的に表現してその特徴を調べ、そ

こから普遍的構造を引き出し、現実の大気の現象を理解

する手掛かりを得る試みで、実際、全球スケールで見た

熱帯域の積雲活動には、赤道付近の変動を支配する台風

とは異なる波動的な組織構造（スーパークラウドクラス

ター）が存在することを示しました。APE はその後の大

気循環モデル研究での基礎的枠組となりました。 

 もう一つの業績は、 流体における波動伝播と不安定問

題の統一的理解を進めたことです。流れの不安定の発生

を物理的に理解するには、70年代の成層圏循環研究の進

展が礎となりました。波が運動量を運ぶこと、それが平

均的な循環構造を支配していることがわかったのです。

この知見を一般化し、流体系に存在する波とその伝搬特

性や付随する運動量に着目し、逆符号の運動量を持つ二

つの波が相互作用を起こせる場合には流れが不安定化す

る、という理解を確立することに貢献したのでした。 

 理論的考察を含めこれらの仕事の実現には80年代=ス

ーパーコンピュータ到来が必要でした。計算環境の進化

は、気象・気候システムを構成する要素素過程の精緻大

規模シミュレーションのみならず、これら要素素過程を

統合した大規模・複雑なシステムモデルによる地学的対

象そのものへのアクセスを可能とし、実際、上記前者の

研究はその大学研究教育現場への導入の先駆けでありま

した。調子に乗って、計算機上にまだ見ぬ惑星を表現し

これを探究することによって、汎惑星気象学・気候学を

実現推進するのだ、という野望を抱き、そのために、イ

ンターネット前夜の 1988 年、必要となる知見の集積と

ソフトウェアの開発を人々との協業で進める「地球流体

電脳倶楽部」を数人の仲間たちと立ち上げました。ここ

での経験を、惑星学全体を対象に展開したものが惑星科

学研究センターの構想であったわけです。 

 受賞祝賀会では、こんなアホなこと普通やらん、とい

う「お褒め」を多数いただきましたが、ほんとにたくさ

んの方々に御迷惑をおかけしました。脱帽深謝。 

日本気象学会・藤原賞受賞 
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研 究 ト ピ ッ ク ス 
 

 
 
 
【2018年12月】 

Ⅰ．物理学専攻の大道英二准教授らの研究グループの論

文、Applied Physics LettersのEditor's Pickに選出。

Ⅱ．生物学専攻の倉谷滋教授（連携講座）と大学院生の樋

口真之輔さんらの論文、Nature誌に掲載。 

Ⅲ．惑星科学研究センターの臼井文彦特命助教らの研究グ

ループは赤外線天文衛星｢あかり｣を用いて数多くの小惑星

における｢水｣の存在を捉えることに世界で初めて成功。 

Ⅳ．生物学専攻の深城英弘教授を含む国際共同研究グルー

プは植物の根が水分の多い側に分岐する仕組みに関する研

究成果をScience誌に発表。 

【2019年１月】 

Ⅰ．生物学専攻の深城英弘教授らの研究グループの論文、

Developmental Cell 誌に掲載。 

Ⅱ．生物学専攻の末次健司講師の論文、Plant Biology誌

に掲載。 

Ⅲ．惑星学専攻の樫村博基特命助教らの研究グループの論

文、Nature Communications 誌に掲載。 

Ⅳ．生物学専攻の鎌田真司教授、長野太輝研究員らの研究

グループの論文、Life Science Alliance誌に掲載。 

Ⅴ．惑星科学研究センターの臼井文彦特命助教らの研究グ

ループの論文、Nature Astronomy誌に掲載。 

【2019年２月】 

Ⅰ．生物学専攻の末次健司講師らの研究グループの論文、 

Acta Phytotaxonomica et Geobotanica誌に掲載。 

【2019年３月】 

Ⅰ．生物学専攻の板倉光さん（学振特別研究員）､佐藤拓

哉准教授からなる研究グループの論文、Aquatic Conser- 

vation: Marine and Freshwater Ecosystems誌に掲載。 

Ⅱ．数理・データサイエンスセンターの木村建次郎教授ら

の研究グループ、NEDOの平成31年度「ベンチャー企業等

による新エネルギー技術革新支援事業 フェーズＣ(実用化

研究開発)」に採択。 

Ⅲ．惑星学専攻の平田直之特命助教､大学院生の田中小百

合さん､西川直輝さん､荒川政彦教授､小川和律技術専門職

員らの研究グループの小惑星探査機｢はやぶさ２｣の探査活

動に基づく初期成果をまとめた3編の論文、Science誌に

掲載。 

Ⅳ．惑星学専攻および惑星科学研究センターの林祥介教

授、2019年度日本気象学会・藤原賞。 

Ⅴ．生物学専攻の松花沙織助教と井上邦夫教授の研究グル

ープの論文、Developmental Biology誌の神経堤細胞発見

から150年を記念した特集号に掲載。 

【2019年４月】 

Ⅰ．数理・データサイエンスセンターの木村建次郎教授が

世界で初めて実現した「マイクロ波マンモグラフィ」の記

事が朝日新聞に掲載。 

Ⅱ．惑星学専攻の小川和律技術専門職員が開発に関わった

はやぶさ２に搭載の分離カメラ、読売新聞に掲載。 

Ⅲ．物理学専攻の太田仁教授らの研究グループの論文、 

Nature Communications誌に掲載。 

 

【2019年５月】 

Ⅰ．惑星学専攻の牧野淳一郎教授と斎藤貴之准教授らの研

究グループは月が原始地球のマグマオーシャンから作られ

た可能性があることをNature Geoscience誌に発表。 

Ⅱ．生物学専攻の菅澤薫教授らの研究グループの論文、

Nature誌に掲載。 

【2019年６月】 

Ⅰ．数理データサイエンスセンター木村建次郎教授が創業

した神戸大学発のスタートアップ(株）Integral Geometry 

Scienceが世界初のマイクロ波マンモグラフィの開発に成

功、厚生労働省先駆け審査指定制度に採択、日刊工業新聞

に掲載。 

Ⅱ．数理データサイエンスセンターと神戸大学発スタート

アップIGSが研究開発の『世界初の蓄電池内-非破壊電流

密度分布映像化システム』の記事、日刊工業新聞に掲載。 

【2019年７月】 

Ⅰ．内海域環境教育研究センターの兵頭政幸教授らの研究

グループの論文、Scientific Reports誌に掲載。 

Ⅱ．化学専攻の秋本誠志准教授が携わった研究の成果｢珪

藻光化学系II-FCPのエネルギー収集と散逸の構造基盤｣、

Nature Plants誌に掲載。 

【2019年８月】 

Ⅰ．生物学専攻の末次健司准教授らの研究グループの論

文、Phytotaxa誌のオンライン版に掲載。 

Ⅱ．惑星学専攻の野崎達生 客員准教授らの研究グループ

が日本最古の鉱床から新鉱物(日立鉱)を発見。 

Ⅲ．化学専攻津田明彦准教授らの研究グループとAGC(株)

の共同研究課題、JSTの｢研究成果最適展開支援プログラム

(A-STEP)産学共同フェーズ(シーズ育成タイプ)｣に採択。 

【2019年９月】 

Ⅰ．化学専攻津田明彦准教授らの研究グループの研究成

果、「化学工業日報」に掲載。 

Ⅱ．生物学専攻の尾崎まみこ教授らの研究グループの論

文、Scientific Reports誌に掲載。 

Ⅲ．分子フォトサイエンス研究センターの小堀康博教授ら

参画の共同研究の論文、The Journal of American Chemi- 

cal Society誌のオンライン版に掲載。 

Ⅳ．惑星学専攻の中村昭子准教授らの研究グループの論

文、Science Advances誌に掲載。 

【2019年10月】 

Ⅰ．生物学専攻博士後期課程樋渡琢真さんと石崎公庸准教

授らの研究グループの論文、Current Biology誌に掲載。 

Ⅱ．分子フォトサイエンス研究センターの立川貴士准教授

らの研究グループの論文、Nature Communications誌に掲載。 

Ⅲ．化学専攻の秋本誠志准教授、岡山大学、筑波大学、東

京大学の研究グループ、光化学系Ⅰ四量体の立体構造と機

能を解明、Nature Communications誌に発表。 

【2019年11月】 

Ⅰ．木村建次郎研究室グループの ”世界初 マイクロ波マ

ンモグラフィ" プロトタイプ機の完成で学長記者会見。 

Ⅱ．生物学専攻の石崎公庸准教授らの研究グループの論文、

Current Biology誌に掲載。 

Ⅲ．惑星学専攻の平田直之助教らの研究グループ、はやぶさ

２の画像データ解析、小惑星リュウグウの地表面の歴史の

一端を明らかにしました。 

〔理学研究科・理学部ホームページより転載〕 
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研修を通して見えた課題 短 期 フ ィ リ ピ ン 留 学 

 

 

 

 

 

化学科 ３年 汾山
ふやま

 美衣
み え

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2019 年９月１日から３週間、フィリピンの UPLB に英

語学習のため留学させていただきました。留学は私の夢

の一つでしたので、とても素晴らしい経験となりました。 

まず、何よりも感じたことはUPLBの教員、学生、滞在先

の方達が本当に手厚くフォローして下さったことです。

不安に感じたり、困ったことは何もなかったです。 

 例えば、夜ベランダで洗濯物を干しているとホテルの

警備員の方が懐中電灯片手にホテル周辺を入念に見回っ

ていて、‘安心できるな’と思いましたし、私が夕食の時

間に少し遅れた時には UPLB の学生が部屋を訪ねてきて

くれ、誰かが体調を崩してホテルに帰った時には昼食を

部屋に届けてくれていました。本当にずっと守ってもら

っていたと思います。安心できたし、心を開けました。 

 この３週間はみっちり英語漬けの日々でした。授業内

容については発音はもちろんですが、役立つフレーズ・

英語特有のリズム・抑揚のつけ方・discussionなどを通

して多くのことを学びました。私はLとRの発音の違い

もわからないようなレベルでしたが、発音の授業の際に

は先生が一人一人、私たちの発音をチェックしてくれま

した。最後にはパワーポイントを使ったプレゼンテーシ

ョンを行うのですが、日本語英語問わず、誰かに自分の

意見を伝える時に大切なことを教えていただきました。 

 授業が終わると UPLB の学生さんとご飯を食べに行っ

たり、学内にあるボーリング場へ行ったりして過ごしま

した。夕食が終わっても22時まではUPLBの学生が付い

ていてくれたので話をしたりゲームをしたり、もちろん

授業の質問や発音のチェックもしてくれました。英語を

自然と話す機会を多く与えていただき、この３週間で私

は特に発音が上達したと感じています。これからも英語

を使う機会を多く作り、普段から使っていきたいです。

私の夢は映画を字幕なしで見ることです。それにはまだ

まだ力不足ですが、英語に対して特に話すことに関して

とてもポジティブなイメージをも持つことができました。 

 最後に LITE program を開催してくださった農学部の

土佐先生をはじめ、農学部教務学生係の皆さん、UPLBの

皆さんにとても感謝しています。 

 

 

惑星学科 ３年 江口
えぐち

 裕樹
ひろき

 

 まず、 

このプロ 

グラムに 

参加しよ 

うと思っ 

た経緯に 

ついて記 

述する。 

３回生に 

なり、就 

職のことも頭によぎるなか、私は自分がインターナショ

ナルに活躍できるような人間であるのかを考えた。そこ

で、このまま何となく過ごしていてはいけないと思い、

友人にも勧められていたこのプログラムに参加すること

に決めた。そして、このプログラムを通してリスニング

力の向上や英語を話すことへのハードルを下げられたら

いいと思っていた。 

 次にこのプログラムで実際に感じたことを記述しよう。

正直なところ、授業自体は想像していたよりも簡単だっ

た。アクティビティも多く、楽しんで英語を話せた。難

しかったのはディベートなどで自分の意見を述べるとき、

自分の思っていることを正確に英語で伝えることだった。

これはプログラムを終えた今でもまだ難しいと感じるこ

とはあるが、それでも参加前よりはスムーズに話せるよ

うになった。 

 また、授業が終わった後の現地生徒との交流では大学

の近郊を案内してもらったり、ビリヤードなどをして遊

んだ。この時に授業で習ったことを実際に使う事ができ

た。例えば、自分がしたい事を伝えたり、ビリヤードの

ルールを現地の学生に教えたりすることで日常的な会話

のいい練習にもなった。 

 今まで記述した通り、このプログラムを通して成長を

感じられた部分はたくさんある。しかし、もっと学習し

なければならないと感じることも多々あった。例えば、

先生やファシリテーターではない現地の方と話すとき、

早くて聞き取れなかったことが多かった。また、自分の

英語が伝わらないことも多く、自分の発音が、まだまだ

悪いことを思い知らされた。このようなことに気づけた

のもこのプログラムの大きなメリットだと思う。 

 これまでこのプログラムで学んだことを記述してきた

が、一番言いたいことはこのプログラムに参加してよか

ったということである。UPLBの教授の方々やファシリテ

ーター、ガーディアンには本当によくしてもらい感謝し

かない。これからも英語を学習し続け、成長した姿をい

つか見せたいと思う。 

 U P L B 構 内 に て (前列右から：筆者､江口さん) 

UPLBの校門付近にて (筆者：右から４人目) 

グローバルチャレンジプログラム（GCP）研修報告 
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充 実 し た 3 週 間 遊 び も 勉 強 
 

 

化学科 ２年 成宮
なるみや

 毬那
まりな

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私は、このプログラムでたくさんのことを経験しまし

た。間違いなく今まで生きてきた中で一番濃い３週間だ

ったと思います。 

 出発する前は正直、期待よりも不安の方が大きく、毎

日英語漬けの中、そして一人も友人がいない中やってい

けるのかととても心配していましたが、今となってはあ

の時なんであんなに思い悩んでいたのだろうと思うぐら

い貴重な経験をすることができました。とても熱心で親

切な先生の授業や、現地でできた友人のおかげで英語に

対するモチベーションが格段に上がり、日本に帰ってき

た今も毎日少しですが勉強を続けています。 

 毎日、授業ももちろんとても充実していましたが、放

課後に現地の学生にフィリピンの街を案内してもらう時

間が一番楽しかったです。その時間の中で日常生活の生

きた英語を学ぶことができ、それに加えて、たくさんの

フィリピン料理を食べたり、日本とは違う文化にたくさ

ん触れ、自分の視野が広がりました。 

 また、３週間を通して得られた一番嬉しかったことは、

英語が上達したことはもちろんですが、大切な【仲間】

がたくさんできたことです。現地の方はとてもフレンド

リーで、緊張や不安を抱える私たちにいつも優しく接し

てくださり、本当に感謝しています。当たり前だと思わ

れるかもしれませんが、実際に自らの英語でコミュニケ

ーションを取れるということに感動したことを覚えてい

ます。 

 このプログラムで新しいことに挑戦したいと思い、自

らリーダーに立候補しました。はじめの方は何も分から

ず頼りない自分が嫌になり立候補したことを後悔した時

もありましたが、大切な仲間からの支えもあり、今では

やって良かったと心から思います。この留学のおかげで、

もっと様々なことにチャレンジしていきたいと思えるよ

うになりました。 

 UPLBで学んだこと、考えたことは将来いろんなことに

活きてくるのではないかと思っています。短い期間でし

たが、何ものにも代えられない思い出ができました。こ

こで経験したことすべてが私の生涯の宝物です。これか

らもっと英語を勉強し、機会があれば長期の留学にチャ

レンジしたいです。 

 

 

化学科２年 古谷
ふるたに

 実佑
み ゆ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 UPLB での英語研修の中で一番思い出深いのは Night 

Sessionです。Night Sessionは夕飯後もJohannとRei

というUPLBの学生が22時までホテルに残って喋ったり、

遊んだり、宿題を手伝ったりしてくれる時間でした。強

制参加ではないので、部屋で休む方や外に出かける方も

いましたが、私と同じ部屋に泊まっていたナツキちゃん

は毎回行きました。皆勤賞です。 

 主にカードゲームをして遊んでいました。UNO、大富豪、

たまにババ抜きをしました。大富豪は知らなかったよう

なので、ナツキちゃんとユウキさんが主に頑張って説明

してくれました。初めは革命、８切り、Jバック、ジョー

カー、スペ３あたりから始め、縛りや７渡し、10捨てな

どを増やしていきました。革命はそのまま revolution、

８切りがreset、Jバックがmini revolutionまたはback、

縛りは locked、10 捨てが discard と英語だったらこう

言うのかなんて感心しながら遊びました。 

 ナツキちゃんが週末にカードゲーム屋に行き、Dobble

というゲームを買ったので、それでもよく遊びました。

Dobble は中央に置かれたカードと自分のカードで共通

の絵柄を素早く言うゲームです。てんとう虫(lady bug)、

ト音記号(g-clef)、サボテン(cactus)、陰陽(yin yang)、

イグルー(igloo)など、知らなかった単語を知りました。 

 発音の練習にもつきあってもらいました。heart hat 

huthurt など似た発音を聴いてもらったり、口の動きを

じっくりと見せてもらいました。ミエさんの It’s my 

pleasure.が上手だということで、It’s my pleasure.大

会が開催されたりもしました。 

 留学期間中にReiの誕生日がくると知って、みんなで

メッセージを書いて渡しました。また、Johannたちがナ

ツキちゃんの誕生日にサプライズでケーキを用意してく

れていました。メッセージカードをもらって、とっても

嬉しそうでした。最後の週はプレゼンテーションがあっ

たので、原稿やパワーポイントを直してもらいました。 

 あっという間の３週間で、過ごした時間は日本でぐう

たら過ごす夏休みよりもっと充実していました。これか

らもHub室に行って留学生と交流したり、フィリピンで

買ったジュール・ヴェルヌの『海底二万哩』を読んだり

して、英語に触れる機会を作っていきます。 

(筆者：左から２人目) (筆者：右から２人目) 
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野 外 実 習 報 告 刺 激 的 な 経 験 
 

 

化学科 １年 廣田
ひろた

 舞
まい

 

 大学に 

入ったら、 

留学した 

い。そん 

な思いの 

中見つけ 

たのが、 

神戸グロ 

ーバルチ 

ャレンジ 

プログラ 

ムでした。フィリピンでの３週間がとても楽しく、刺激

的なものでした。 

 １日目は、初めに皆の前で自己紹介するだけでも緊張

して、何を話せばいいか分からず戸惑っていました。し

かし、毎日の授業の中で、発表する機会を与えてもらい、

人前で大きな声を出すことにも少しずつ慣れてきました。

また、プレゼンテーションの仕方についても教わりまし

た。目線の配り方、自然なジェスチャー、姿勢などすぐ

に役に立つことばかりでした。最後には、プレゼンテー

ションをする機会も何度かあり、自分の成長に気づくこ

とができました。 

 また、毎日UPLBの学生の方と交流できたことは、素晴

らしい経験でした。神戸大学の学生４名に対し、UPLBの

学生１名がついてくれ、UPLB周辺の店に出かけたりしま

した。初めは、私は人見知りしてしまって、なかなか話

しかけることができなかったのですが、UPLBの学生の方

がとてもフレンドリーに接してくれ、私も徐々にいろい

ろな話をすることができました。 

 また、英語を教えてくれるだけでなく、フィリピンの

文化やタガログ語についても教えてもらいました。逆に、

UPLBの学生の方は、日本についての関心が高い方も多く、

日本について話す機会も多くありました。UPLBの学生の

方と過ごした時間は、私にとって忘れがたいものになり

ました。 

 最後に、フィリピンに留学してよかったと思うことに

ついて書きたいと思います。それは、何よりも、人柄の

良さだと思います。フィリピンの方はフレンドリーだと

事前に聞いていましたが、想像以上でした。通りを歩い

ていて、日本人だと分かるとオハヨウオハヨウと何度も

挨拶してくれました。アニョハセヨと声をかけられるこ

とも多かったですが。そんな人の良さに触れて、私たち

の緊張はあっという間に解け、とても話しやすい環境と

なっていました。あの温かい空間は他の国とは違う素晴

らしいものだと思います。 

 フィリピンでの３週間はとても濃密な時間となりまし

た。この経験をこれからの英語学習に繋げたいと思いま

す。 

 

 

 

【理学研究科 化学専攻】〔写真：57頁に掲載〕 

 化学専攻では連携講座である構造解析科学講座の講義

｢構造解析学｣および「構造解析学特論」の最後の講義を

現地の高輝度光科学研究センター（佐用町の高輝度光科

学研究センター：SPring-8）で行い、実験施設を見学し

ながら、高輝度放射光を用いた構造解析の手法と原理を

学んでいる。 

 2019 年８月６日(火) 午後に 31 名の大学院生が大学

から貸切バスで SPring-8 を訪問、シンクロトロン放射

光装置などの施設見学、講義で解説されていたシンクロ

トロン放射光の高輝度かつ高エネルギーＸ線を用いた精

密構造解析に関する研究について理解を深めた。 

【理学部 生物学科】〔写真：57頁に掲載〕 

 生物学科では、西表島において野外実習Ⅱ（1単位）

を実施している。西表島には、サンゴ礁の海、広大なマ

ングローブ林、亜熱帯性の森林、およびそれらを繋ぐ河

川など多様な生態系が今なお自然度が高い状態で維持さ

れている。即ち、絶好の野外実習フィールドである。 

 2019 年６月27日(木)～７月１日(月)、生物学科３年

生 20 名が実習に参加、異なる生態系に生息する動植物

の観察や当該地域に特徴的な着生シダ（シマオオタニワ

タリ）の生態調査を実施した。 

 また、実習中の滞在場所、琉球大学熱帯生物圏研究セ

ンター周辺で夜遅くまで生物観察に没頭し、実験室内で

調査内容を取りまとめ、最終日前日、班毎に調査内容の

発表、教員・学生が活発な質疑応答を行った。圧倒的な

自然の中で得られた経験は、生物学諸分野の専門性を更

に高める際に学生の大きな糧になると期待される。 

【理学部 惑星学科】〔写真：57頁に掲載〕 

 惑星学科では惑星学実習Ｃ(２単位)は、野外の露頭観

察から様々な地質情報を読み取るために、記載方法、ル

ートマップ、地質図の作成の実習を実施、小豆島実習は

前半の基礎トレーニングに、四国実習は後半の実践実習

に相当。小豆島実習は５月18日(土)朝、坂手港ジャンボ

フェリーに集合、マイクロバスに乗車、四方指展望台か

らの地形観察、銚子渓での溶岩観察の後、班別に土庄町

小江、土庄町大部、小豆島町岩谷の３ヶ所で地質調査実

習を実施。翌日も同様に３ヶ所を巡り、最終日は、ふる

さと交流センターで班毎に地質図を作成、発表会を実施。 

 四国実習は、６月15日(土)に借上バスに乗車、野島断

層記念館での活断層観察、高松・阿波池田周辺での中央

構造線の変動の歴史を堆積物や地形から読み取り。翌日

は、徳島県大歩危で低温高圧変成岩、高知県行当で堆積

岩の堆積構造、室戸岬で塩基性貫入岩体やホルンフェル

スを観察、四国を東西に走る地質帯の意味を考えました。

最終日は、徳島県牟岐で付加体堆積物のなすメランジュ

構造や枕状溶岩を観察、鳴門周辺では褶曲構造の実地計

測を実施。この実習で野外での地質情報の収集方法など、

基礎的なトレーニングを習得することができました。 

(筆者：左端) 
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 理学部では、自然科学の５分野（数学、物理学、化学、生物学、

惑星学）における最新の研究をわかりやすく紹介し､｢科学のおもし

ろさや楽しさ」や「科学と社会のつながり」を幅広い世代の方々に

理解していただくため、毎年７月に「サイエンス最前線」と題して

「サイエンスセミナー」を開催しています。 

 今年も７月27日(土）、百年記念館神大会館六甲ホールで開催され、

計75名の方が参加されました。終了後、福山理学研究科長兼理学部

長から修了証書が授与されました。 

 以下に当日の配布資料からその内容を転載致します。 
 

｢空間反転対称性の破れと電子の運動」 

物理学科 教授 播磨
はりま

 尚朝
ひさとも

 

 物理学の法則は時間と空間の位置座標を使って表さ

れています。位置座標やその時間微分で定義される速度

や加速度と力や質量との関係が力学の方程式として知ら

れています。また、電荷を導入することで電流や磁場が

現れて、電磁気学の基礎万程式を表すことができます。 

 それらの方程式は、時間の進む向きを変えたり空間を

反転させたりすると、どの様に変るのかをお話します。 

 これを学ぶと、結晶に空間反転対称性が有るか無いか

で電子の運動に違いが出てくることがわかります。その

違いは電気磁気効果として最先端の研究に使われていま

す。 

 

｢フラクタルと非整数次元の幾何学」 

数学科 准教授 梶野
かじの

 直孝
なおたか

 

 「2次元」「3次元」という言い回しは現在では日常語と

してよく使われていますが、そもそも「次元とは何なの

か」と聞かれても返答に困る方が多いのではないでしょ

うか。また,自然界には「整数でない次元」を持つ(と考

えざるを得ない)非常に複雑な構造をした物体が普遍的

に存在することが知られており、そのような物体・図形

の総称である「フラクタル」という用語をご存知の方も

おられるかと思いますが、この場合非整数の「次元」と

は一体何を意味するのでしょうか。 

 本講演ではまず整数の「次元」の数学的意味について

手短にお話しし、その後「整数でない次元」を持つ図形

の具体例、「次元」を数学的にどう定義するか、またその

ような「次元」を考えることの意義についてお話ししま

す。 

 

｢寄生虫ハリガネムシがつなぐ森と川の生態系」 

生物学科 准教授 佐藤
さとう

 拓哉
たくや

 

 秋も深まるころ、道端をふらふらと歩くカマキリを水

につけてみると、そのお尻からにゅるにゅると紐のよう

なものが出てきます。彼ら彼女らは、ハリガネムシとい

う寄生虫です。ハリガネムシは、カマキリやカマドウマ

といった陸生の昆虫に寄生していますが、繁殖のために

は水辺にいかないといけません。 

 そこで、ハリガネムシは宿主の脳を操作して、お世話

になった宿主を水に飛び込ませしまいます。本講演では、

この恐怖の宿主操作を通して、森と川の生態系がつなが

るという不思議な現象について紹介します。 

 

｢タンパク質が担う化学反応のリアルタイム観察」 

化学科 講師 木村
きむら

 哲就
てつなり

 

 遺伝子と呼ばれるDNA情報はタンパク質として細胞で

発現され、生命現象における様々な化学反応を担ってい

ます。そのようなタンパク質の化学反応はタンパク質が

構造あるいは化学状態を変化させることで実現されるこ

とが非常に多いのですが、そのメカニズムを化学的に理

解するためには反応をリアルタイムで観察することが重

要です。 

 そこで、実験室レベルだけでなく、SPring-8や、SACLA

といった大型実験施設を利用しながら、様々な光を使っ

て構造変化や化学状態変化を捉える試みについて概説す

るとともに、これからの生命分子化学の方向性について

も紹介したいと思います。 

 

｢地磁気と気候のリンク」 

惑星学科 教授 兵 頭
ひょうどう

 政幸
まさゆき

 

 固体地球の外核では鉄が主成分の金属の流体が対流を

おこし地磁気を生成・維持しています。地磁気は銀河宇

宙線や太陽風を遮り地球生命を守っていますが、過去に

何度も逆転を繰り返し、そのたびに大量の銀河宇宙線が

地球に降り注ぎました。生命への影響は今のところ不明

ですが、最近、銀河宇宙線量と下層雲量の正の相関が見

つかり(スベンスマルク効果)、地磁気逆転時には数千年

間にわたって増加した雲の日傘効果が気候に影響を及ぼ

した可能性が出てきました。 

 セミナーでは神戸大グループが見つけた 78 万年前の

地磁気逆転時に起きた雲の日傘効果の証拠について紹介

します。 

理 学 部 サ イ エ ン ス セ ミ ナ ー 
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 理学部では８月９日(金)、高校生の皆さんが、理学部

の教育研究施設・設備あるいは雰囲気などに直接接する

ことによって、理学部とはどの様なところか、どの様な

教育研究をしているのか、理学部へ進学するにはどの様

な準備をすれば良いのか等、正しく認識していただき、

また、将来の進路決定の参考になる様にオ－プンキャン

パスを下記の内容で開催しました。 

 ① 各学科の概要説明、施設・設備の見学 

 ② パネル展示、相談コーナー等の設置 

 ③ 理学部や先端融合研究環の教室や実験室での教員 

   や大学院生による概要説明等 

以下にその様子をご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理 学 部 オ ー プ ン キ ャ ン パ ス 

化  学  科 

数  学  科 

物 理 学 科 

生 物 学 科 惑 星 学 科 



- 27 - 

 

 

 

 

 

 

 

 2019 年８月９日(金)、男女共同参画推進室主催で理系

志望の女子高校生を対象に､理系に進学したい女子高校生

に入学後の学生生活や勉強・研究の内容、将来の進路につ

いて詳しく解説し、不安なく受験してもらうために、｢理

系希望の女子高校生向けオープンキャンパス」が開催され、

各地から70名が参加されました。 

 前半は、滝川記念学術交流会館で全参加者を対象に説明

会があり、福山理学研究科長兼理学部長の挨拶、ロニー・

アレキサンダー男女共同参画推進室長（国際協力研究科 

教授）の挨拶がありました。続いて、化学専攻の茶谷絵里

准教授が理学部の紹介や進路の説明をされ、惑星学専攻 

博士前期課程１年の笹井さんから学生生活やキャンパス

ライフについてのお話がありました。 

 後半は、各学科別に分かれ在学生を囲んで女子高校生と

の熱心なグループトークが始まり、大学での勉強、生活、

課外活動、将来の進路などの疑問や質問に次の学生さんが

応対されていました。 

 数 学 科：樽井さん (前期１年)､橋本さん (学部４年) 

 物理学科：正木さん (後期２年)､伊神さん ( 〃 ４年) 

 化 学 科：橋本さん (前期１年)､長谷部さん(前期１年) 

 生物学科：上田さん (後期１年)､松田さん ( 〃 ２年) 

      草尾さん (前期１年)､佐藤さん ( 〃 １年) 

 惑星学科：藤井さん ( 〃 ２年)､笹井さん ( 〃 １年) 

      藤本さん ( 〃 １年)､宮崎さん (学部４年) 

〔前期：博士前期課程、後期：博士後期課程〕  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

以下に学科別グループの一コマをご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

理系志望の女子高校生向けオープンキャンパス 

挨拶される福山理学研究科長  ロニー・アレキサンダー室長 

  化学専攻 茶谷准教授      惑星学専攻の笹井さん 

学 科 別 グ ル ー プ ト ー ク 

物 理 学 科 

数  学  科 

化  学  科 

生 物 学 科 惑 星 学 科 



 

 

 

 

 

 

 
  

 
退

転

昇

着

 
数 

 

物 

 

化 

 

生 

 

地球

氏  名

退職 前川 昌

転出 

上野 宗

観山 正

川出健太

舩島 洋

昇任 

清杉 孝

末次 健

保井みな

着任 

中野 佑

木村 哲

上井 進

中岡 礼

野村昴太

岩澤 全

巳波 孝

檜垣 充

野海 俊

平田 直

   大

理

理

 学  科 

理 学 科 

 学  科 

物 学 科 

球惑星科学科 

惑星学科 

名 

平 (定年退職)

宗孝 宇宙航空研

正見 広島大学 総

太郎 信州大学 理

洋紀 九州大学 理

孝司 海洋底探査

健司 生物学専攻

なみ 惑星学専攻

佑樹 物理学専攻

哲就 化学専攻 有

進也 内海域環境教

礼奈 海洋底探査セ

太郎 惑星科学研究

全規 惑星科学研究

孝至 生物学専攻

充朗 数学専攻 解

俊文 物理学専攻

直之 惑星学専攻

理 学

大 学 院 理

理 学 部 卒

理学部 

異 

) 

研究開発機構 宇

総合戦略室 特

理学部 助教 

理学研究院 物理

査センター 兼 惑

攻 生物多様性講

攻 新領域惑星学

攻 粒子物理学講

有機化学講座 

教育研究センター 

センター 兼 惑

究センター 兼 惑

究センター 兼 惑

攻 生命情報伝達

解析数理講座 

攻 理論物理学講

攻 基礎惑星学講

学 研

理 学 研 究

卒 業 者

２７名 

３２名 

３４名 

２３名 

４３名 

 動  後

宇宙探査イノベーショ

特任教授 

理学部門 学術

惑星学専攻 基礎

講座 准教授 

学講座 講師 

講座 特命助教

講師 

兼 生物学専攻 生

惑星学専攻 基礎惑

惑星学専攻 新領域惑

惑星学専攻 新領域惑

達講座 助教 

助教 

講座 助教 

講座 助教 

究 科

究 科 ･理

・ 大 学 院
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数

物

化

生

地

ンハブ 技術主幹

術研究員 

礎惑星学講座 講

生物多様性講座 教

惑星学講座 助教

惑星学講座 特命助

惑星学講座 特命准

科・理

学 部  人

院 理 学 研

数  学  専

物 理 学 専

化  学  専

生 物 学 専

地球惑星科学専

惑星学専

生物学専

幹 惑星科学研究

惑星科学

先端融合研

物理学専

講師 海洋底探査

生物学専

惑星学専

東京大学

化学専攻

教授 新潟大学

教 海洋底探

助教 理化学研

准教授 理化学研

神戸大学

ボルドー

物理学専

惑星学専

学 部

人 事 異 動

研 究 科

理学

＜博

専  攻

専 攻

専  攻

専 攻

専攻

専攻 

異  

専攻 生体分子機構

究センター 兼 惑星

学研究センター 

研究環 兼 物理学専

専攻 理論物理学講

査センター 兼 惑

専攻 生物多様性講

専攻 新領域惑星

学 宇宙線研究所 

攻 有機化学講座 

学 理学部理学科 

探査センター 特

研究所 計算科学研

研究所 計算科学研

学 大学院理学研究

ー大学 数学科 

専攻 理論物理学講

専攻 基礎惑星学講

部 の

動  [2018

修 了 者

学研究科 

博士前期＞ 
１８名 

２４名 

３０名 

１９名 

２２名 

動  前 

機構講座 教授 

星学専攻 新領域惑星学

特命教授 

専攻 粒子物理学講座

学講座 特命講師 

惑星学専攻 基礎惑星

性講座 講師 

星学講座 助教 

所 特任研究員 

座 特命講師 

科 准教授 

特命助教 

学研究センター 特

学研究センター 研

研究科 研究員 

ポスドク研究員

学講座 特命助教

学講座 特命助教

動

8年12月～2

一 覧  

＜博士後期

２名

６名

６名

６名

２名

学講座 特命教授

座 特命助教 

星学講座 助教 

特別研究員 

研究員 

員 

教 

教 

き

019年11月]

 [2018年

期＞ 

年/月

19/３

19/３

〃

〃

19/９

19/６

19/８

19/11

19/４

〃

〃

19/６

19/７

19/９

〃

19/10

〃

〃

] 

年度]
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       大学院理学研究科・理 学 部 教 員一覧    【2019年11月】 
 

  

数学科･数学専攻 物理学科･物理学専攻 生物学科･生物学専攻 

Ⅰ．解析数理講座 Ⅰ．理論物理学講座 Ⅰ．生体分子機構講座 
教 授 高岡 秀夫 関数解析 教 授 播磨 尚朝 量子物性論 教 授 尾崎まみこ 分子生理 

 野海 正俊 関数方程式  早田 次郎 宇宙論  深城 英弘 細胞機能 

 福山 克司 関数解析 特教授 倉本 義夫 量子物性論  三村 徹郎  〃 

 山田 泰彦 複素解析 准教授 園田 英徳 素粒子理論  宮本 昌明(基) 情報機構 

助 教 檜垣 充朗 関数方程式  久保木一浩 物性理論 准教授 佐倉  緑 分子生理 

Ⅱ．構造数理講座  西野 友年  〃  洲崎 敏伸  〃 

教 授 齋藤 政彦(数) 代数学  坂本 眞人 素粒子理論  石崎 公庸 細胞機能 

 吉岡 康太  〃 助 教 野海 俊文 宇宙論  森田 光洋 情報機構 

 中西 康剛 幾何学 Ⅱ．粒子物理学講座 助 教 柏﨑  隼(基)  〃 

 ラスマン  〃 教 授 藏重 久弥(環) 粒子物理学 Ⅱ．生命情報伝達講座 

  ウェィン   竹内 康雄  〃 教 授 井上 邦夫 形質発現 

 佐藤  進  〃  山崎 祐司  〃  鎌田 真司(Ｂ) 遺伝子機能 

准教授 佐治健太郎  〃 准教授 身内賢太朗  〃  坂本  博 形質発現 

 谷口  隆 代数学  越智 敦彦  〃  菅澤  薫(Ｂ) 遺伝情報 

講 師 森本 和輝  〃 講 師 前田 順平  〃 准教授 影山 裕二(Ｂ) 遺伝子機能 

助 教 三井健太郎  〃 助 教 鈴木  州  〃  横井 雅幸(Ｂ) 遺伝情報 

 佐野 太郎  〃 特助教 中野 佑樹(環)  〃 助 教 岩崎 哲史(Ｂ) 遺伝子機能 
特助教 小寺 諒介  〃 Ⅲ．物性物理学講座  酒井  恒(Ｂ) 遺伝情報 

Ⅲ．応用数理講座 教 授 太田  仁(分) 極限物性物理学  松花 沙織 形質発現 

教 授 青木  敏 計算数理  藤  秀樹 低温物性物理学  巳波 孝至  〃 

 太田 泰広 組み合わせ数理  菅原  仁 電子物性物理学 Ⅲ．生物多様性講座 

 高山 信毅 計算数理  河本 敏郎 量子ダイナミクス 教 授 川井 浩史(内) 進化･系統 

准教授 梶野 直孝 確率数理 准教授 櫻井  誠  〃  上井 進也(内)  〃 

化学科･化学専攻 
 大久保 晋(分) 極限物性物理学 准教授 佐藤 拓哉 生態･種分化 

 大道 英二  〃  坂山 英俊 進化･系統 

Ⅰ．物理化学講座  小手川 恒 低温物性物理学  村上 明男(内)  〃 

教 授 和田 昭英 分子動力学  松岡 英一 電子物性物理学  末次 健司 生態･種分化 

 大西  洋 物性物理化学 助 教 髙橋 英幸(分) 極限物性物理学 助 教 羽生田岳昭(内) 進化･系統 

 木村建次郎(数)  〃 
惑星学科･惑星学専攻 

特助教 鈴木 雅大(内)  〃 
 小堀 康博(分) 反応物理化学 連  携  講  座 

准教授 笠原 俊二(分) 分子動力学 Ⅰ．基礎惑星学講座 [化学：構造解析化学連携講座] 
 枝  和男 物性物理化学 教 授 大槻 圭史 惑星宇宙物理学 教 授 岩本 裕之 高輝度光科学 

 立川 貴士(分) 反応物理化学  鈴木 桂子(海) 地質学 准教授 杉本 邦久 研究センター 

特准教授 笹原  亮 物性物理化学  巽  好幸(海) 岩石学･鉱物学 [化学：理論生物化学連携講座] 
Ⅱ．無機化学講座  林  祥介 流体地球物理学 教 授 中嶋 隆人 理化学研究所 

教 授 持田 智行 固体化学  兵頭 政幸(内) 地質学 [生物：発生生物学連携講座] 
 内野 隆司  〃  吉岡 祥一(都) 固体地球物理学 教 授 倉谷  滋 理化学研究所 

 富永 圭介(分) 状態解析化学 准教授 金子 克哉 地質学  林  茂生  〃 

准教授 高橋 一志 固体化学  高橋 芳幸 流体地球物理学 准教授 森本  充  〃 

 大堺 利行 溶液化学  中村 昭子 惑星宇宙物理学  工樂 樹洋  〃 

 秋本 誠志 状態解析化学 講 師 瀬戸 雄介 岩石学･鉱物学 [生物：生物制御科学連携講座] 
特准教授 太田  薫(分) 状態解析化学  山崎 和仁 地質学 教 授 河村 伸一 住友化学(株) 

Ⅲ．有機化学講座  清杉 孝司(海)  〃  大和 誠司  〃 
教 授 林  昌彦  有機反応化学 助 教 筧  楽磨 固体地球物理学 [惑星：惑星地球変動史連携講座] 

 鍔木 基成  生命分子化学  中岡 礼奈(海) 岩石学･鉱物学 教 授 末次 大輔 海洋研究開発機構 

准教授 松原 亮介 有機反応化学  平田 直之 惑星宇宙物理学 准教授 野崎 達生  〃 

 津田 明彦 有機分子機能 特助教 臼井 文彦(惑)  〃 [惑星：応用惑星学連携講座] 
 田村 厚夫 生命分子化学  樫村 博基(惑) 流体地球物理学 教 授 毛利 英明 気象庁気象研究所 

 茶谷 絵理  〃 Ⅱ．新領域惑星学講座 准教授 川畑 拓矢  〃 
講 師 木村 哲就  〃 教 授 荒川 政彦 実験惑星科学 (惑)：付属施設 惑星科学研究センター 

関  連  施  設  島  伸和 観測海洋底科学 教 授 林  祥介 センター長 
(海)：海洋底探査センター  牧野淳一郎 計算惑星学  牧野淳一郎 副センター長 

(環)：先端融合研究環 准教授 杉岡 裕子 観測海洋底科学 特准教授 岩澤 全規  

(基)：研究基盤センター  廣瀬  仁(都)  〃 特助教 臼井 文彦  
(数)：数理・データサイエンスセンター  斎藤 貴之 計算惑星学  樫村 博基  
(都)：都市安全研究センター 特准教授 岩澤 全規(惑) 計算惑星学  野村昴太郎  
(内)：内海域環境教育研究センター 講 師 保井みなみ 実験惑星科学    

(Ｂ)：バイオシグナル総合研究センター 特講師 松野 哲男(海) 観測海洋底科学 〔注〕特教授：特命教授 特准教授：特命准教授 
(分)：分子フォトサイエンス研究センター 特助教 野村昴太郎(惑) 計算惑星学 特講師：特命講師 特助教：特命助教 
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[ 左から：指導教員、論文題目 ] 
【 数  学  専  攻 】 

谷 口 剰余体における多項式の分解法則について 

山 田 Jacobi の楕円関数とその応用 

福 山 漸化式           に関する重複対数の法則について 

佐 治 回転面における Ribaucour 変換の特異点と不変量 

齋 藤 統計的学習理論とデータ解析 

青 木 サポートベクトルマシンにおける予測精度の評価 

吉 岡 半等質ベクトル束の性質，及びアーベル曲面上でのモジュライ空間について 

福 山 定常過程の Fourier 変換による重複対数の法則について 

佐 治 円周上の Morse 関数の非埋め込みリフトの高さホモトピー 

山 田 留数定理の積分と級数への応用 

高 山 Direct sampler を用いた分割表のサンプリング 

三 井 楕円曲線の Legendre 族と代数幾何符号 

谷 口 様々な数列における素数の個数について 

中 西 ２橋結び目のアレクサンダー多項式 

中 西 Knot adjacency and primeness 

佐 治 カスプ辺を用いた近似による特異曲面の性質 

山 田 リーマンゼータの種々の解析接続 

梶 野 離散時間のマルチンゲールと数理ファイナンス 

 

【 物  理  学  専  攻 】 
西 野 カオス現象のウェーヴレット解析 

身 内 方向に感度を持つ暗黒物質直接探索実験に用いる 3次元飛跡検出器のための陰イオンガス中 MPGD 基礎特性の研究 

越 智 150GeV/c ミューオンビームを用いた DLCμ-PIC の性能評価 

大 道 ピエゾ抵抗型メンブレンセンサーを用いた高周波 ESR 測定法の開発 

鈴 木 ハイパーカミオカンデ／スーパーカミオカンデに向けた自動線源ポジショニング装置の改良，それを用いたデータ 

 収集および解析 

松 岡 新しい直方晶化合物 R3NbRh4Ge4 (R=Ce, Pr, Nd)の基礎物性研究 

松 岡 希土類の八面体構造を持つ R6Pd13Cd4 (R=La, Ce, Pr)の結晶育成と物性の研究 

菅 原 圧力誘起超伝導体 CrAs のドハース・ファンアルフェン効果 

河 本 遷移金属酸化物反強磁性体のテラヘルツ分光 

小手川 Ru1-xRhxAs の金属絶縁体転移と超伝導に対する NMR/NQR を用いた研究 

山 﨑 LHC-ATLAS 実験における低運動量ミューオントリガーアルゴリズムの開発 

大久保 高次構造を持つ反強磁性四面体クラスターの強磁場 ESR による研究 

西 野 手書き文字のテンソルネットワーク形式を用いた判別 

鈴 木 原子核乾板検出器を導入したハドロン生成反応の研究 

松 岡 六方晶化合物 RRh6Ge4 (R=Ce, Pr, Sm, Yb)の基礎物性と異方性に関する研究 

大 道 半導体ナノ加工技術の開発とマイクロ磁気チップ付きプローブへの応用 

播 磨 Eu 化合物の圧力誘起価数転移に関する理論的研究 

河 本 反強磁性体 Cr2O3における高速格子ダイナミクスと電気磁気効果 

大 道 テラヘルツ領域における空間分解電子スピン共鳴法の開発 

藏 重 Zynq 搭載汎用モジュール PT-Z の開発と LHC-ATLAS 実験への応用 

竹 内 ハイパーカミオカンデに向けたシート状高密度ポリエチレンの水中ラドン透過率測定 

櫻 井 多価イオン照射効果その場測定装置の開発 

前 田 LHC-ATLAS 実験 Run-3 に向けたレベル 1ミューオントリガー判定システムの改良 

菅 原 NdTi2Al20及び関連物質の純良単結晶育成と低温物性 

 

【 化  学  専  攻 】 
林 Dehydrogenation of hydroquinones to benzoquinones and naphthoquinones promoted by activated carbon under  

 O2 atmosphere 

林 Asymmetric desymmetrization of azabicycloheptene by enationselective allylic oxidation 

松 原 ラジカル反応によるフロキサン環への炭素置換基導入法の開発 

和 田 反応経路ネットワークの観測のための光定常状態間遷移を用いた過渡吸収分光法の開発および異性化反応への応用 

木 村 超高感度サブサーフェスイメージングと深層学習を用いた画像分類に関する研究 

松 原 9-アリールカルバゾールを基盤とした環境応答型蛍光分子の開発 

秋 本 様々な構造を持つカロテノイドの励起緩和ダイナミクス 

松 原 フロキサン環上での炭素－炭素結合形成反応の開発 

富 永 広帯域誘電分光法によるリン脂質の動的挙動に及ぼす水和の影響 

田 村 αヘリックス形成能を持つ人工設計ペプチドへの機能部位の導入とその検証 

    大学院理学研究科 修士論文 題目一覧  [ 2018 年度 ] 
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持 田 カチオン性サンドイッチ錯体からなる機能性固体の開発 

立 川 有機鉛ハロゲン化物ペロブスカイトにおける光化学反応の単一粒子発光観測 

大 西 NaTaO3光触媒の電子スピン共鳴による計測評価 

茶 谷 ヒトトランスサイレチンの試験管内凝集特性とその反応機構の解明 

大 堺 非ボルン型溶媒和モデルを用いる油水界面での吸着平衡の予測 

田 村 カルシウム結合タンパク質をモチーフとした自己集合性ペプチドの設計とクライオ電子顕微鏡による構造解析 

津 田 渦の流れによる異常タンパク質の自己集合化制御 

大 西 走査型プローブ顕微鏡を用いた固体－液体界面の計測 

鍔 木 金属還元酵素ヒト Steap3 の分子機能解明 

小 堀 クリプトクロムに生成する光電荷分離状態の立体構造と運動性の解析 

木 村 輸送基質の可視光吸収を利用した ABC トランスポーター分子機構の解析 

富 永 光機能性材料の動的挙動に関する分光学的研究 

鍔 木 線虫 Cytochrome b561ホモログ Cecytb-2 のアスコルビン酸由来電子伝達反応解析 

茶 谷 アミロイドβタンパク質のリン脂質二分子膜破壊機構の解明 

内 野 酸化亜鉛の励起子誘導放出機構の解明 

立 川 紫外光励起顕微分光法による NaTaO3 光触媒の発光および反応観測 

立 川 酸化チタンメソ結晶の制御されたナノ空間を利用した選択的光触媒反応 

木 村 MI センサを用いた高感度磁気微粒子イメージング装置の開発 

津 田 クロロホルムからの光オン・デマンドクロロギ酸エステル合成と有機合成への応用 

大 堺 イオン移動ボルタンメトリーと非ボルン型溶媒和モデルに基づく薬剤吸収の評価 

 

【 生  物  学  専  攻 】 
川 井 褐藻イワヒゲ属（カヤモノリ科）の分子系統学的解析と分類の再検討 

森 田 閉鎖性頭部外傷に伴う脳内循環の広範な不全 

岩 崎 自発老化メラノーマ細胞の形成過程と細胞生物学的特性の解析 

佐 藤 森と川の季節的つながりが維持するアマゴの生活史多様性 

森 田 閉鎖性頭部外傷におけるグリア細胞活性化の操作が与える影響 

菅 澤 XPA タンパク質と脆弱 X症候群責任遺伝子産物 FMRP の相互作用に関する解析 

洲 崎 Structure and molecular composition of the kinetocyst in the heliozoan Raphidiophrys contractilis 

井 上 熱ストレス応答性選択的スプライシング制御機構の解明 

倉 谷 脊椎動物外眼筋の発生学的研究 

森 田 バイオセンサーを用いた脳スライスにおけるアデノシンとドーパミンのクロストークの解析 

深 城 側根形成能が顕著に低下するシロイヌナズナ fwr 変異体のサプレッサー変異体 fsp5 と fsp6 の解析 

川 井 褐藻フトモズク属（ナガマツモ科）の分子系統学的解析と分類の再検討 

洲 崎 ハリタイヨウチュウの細胞外被殻の形成機構と機能 

菅 澤 DNA 損傷認識因子 UV-DDB と相互作用するピルビン酸キナーゼの機能解析 

川 井 褐藻カジメ属の系統地理及び集団遺伝学的解析 

前 川 α-シヌクレインと相互作用する生体因子の探索 

佐 倉 Place memory based on visual information in the cricket Gryllus bimaculatus 

三 村 セントポーリアの温度降下感受性に関わる分子機構の解析 

三 村 根系の光環境が植物のリン酸応答に与える影響 

 

【 惑  星  学  専  攻 】 
大 槻 土星リング粒子の衝突速度と最小粒子サイズ 

中 村 空隙率の異なる小天体模擬標的への重複クレーター実験：クレーターサイズへの影響 

山 﨑 系統樹の位相的性質：Horton 解析と中立的確率分岐モデル 

荒 川 高空隙率シリカ層に対する高速度衝突実験：多孔質天体表層に適用可能なクレーターサイズスケール則の構築 

筧 東北日本太平洋沖で発生する震源の浅い地震による地震波の減衰の特徴 

吉 岡 2016 年鳥取県中部地震の動的断層モデルの構築の試み 

鈴 木 阿多火砕流堆積物に認められる粗粒岩相について 

荒 川 多孔質天体の衝突残留熱に関する実験的研究 

吉 岡 2011 年東北地方太平洋沖地震前 15 年間の地殻変動から推定したプレート境界における固着の時空間分布 

廣 瀬 四国西部で繰り返し発生する短期的スロースリップイベントのすべり分布 ―傾斜データのインバーション― 

大 槻 赤外線天文衛星「あかり」指向観測データによる小惑星サーベイ及び「すばる望遠鏡」Hyper Suprime-Cam による 

 小惑星カラー・サイズ分布解析 

中 村 自由落下ダスト流のクラスター化への粒子特性依存性に関する実験的研究 

荒 川 C 型小惑星を模擬した多孔質標的の衝突破壊実験：衝突破壊強度に対するスケール効果の研究 

巽 Contributions of crust-derived magmas to the Aira catastrophic caldera-forming eruption 

鈴 木 鬼界カルデラ地域の岩石の全岩化学組成に基づく地質学・岩石学的検討 

杉 岡 有限波長地震波トモグラフィー―オントンジャワ海台下の S波速度構造推定― 

大 槻 巨大惑星周囲のガス流を考慮した周惑星円盤への固体物質の供給 

荒 川 多孔質氷への高速度クレーター形成実験：氷天体のクレーターサイズスケール則と衝突溶融に対する空隙率の影響 

中 村 高空隙率小天体を模擬した標的の高速度衝突破壊実験 
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荒 川 高空隙率多孔質氷の加圧焼結に関する実験的研究：氷天体の密度構造への応用 

兵 頭 中期更新世における東アジアモンスーンの進化 

吉 岡 Estimation of the spatiotemporal distribution of fault locking and afterslip associated with the 2011  

 Tohoku-Oki earthquake according to a 3D temperature and stress fields dependent heterogeneous viscosity  

 viscoelastic relaxation model over a 7-year period 

 

 

 

 

[ 左から：指導教員、論文題目 ] 
【 数  学  専  攻 】 

高 岡 Some quantum scattering problems in external electromagnetic fields 

 （外電磁場内での量子散乱問題について） 

高 岡 Spectral theory for repulsive and Stark Hamiltonians 

 (斥力ハミルトニアン及びシュタルクハミルトニアンに対するスペクトル理論)  

 

【 物  理  学  専  攻 】 
早 田 Ultralight scalar field dark matter in modified gravity theories 

 （修正重力理論における超軽量スカラー暗黒物質） 

竹 内 Solar neutrino measurement in Super-Kamiokande-IV 

 （スーパーカミオカンデ IV における太陽ニュートリノ測定） 

藤 重い電子系超伝導体 UPt3 および CDW と共存する超伝導体 LaPt2Si2 についての核磁気共鳴法を用いた微視的研究 

大 道 多重極限環境下電子スピン共鳴分光によるヘム鉄の電子状態に関する研究 

藏 重 Measurements of the charge asymmetry in dilepton channels of top quark pair production in pp collisions  

 at √s=13TeV with the ATLAS detector 

 （ATLAS実験での重心系エネルギー13TeVにおけるダイレプトン事象を用いたトップクォーク対電荷非対称度の測定） 

身 内 Development of a low-background particle detector for a direction sensitive dark matter search 

 (方向に感度を持つ暗黒物質探索実験のための低バックグラウンド検出器の開発) 

 

【 化  学  専  攻 】 
松 原 Photosensitised Switchable Nitric Oxide Donor Furoxans 

 （光増感作用を利用した光応答性一酸化窒素ドナーフロキサンの開発） 

枝 固相を利用した水熱条件下での低温構造転換反応の研究 

松 原 フロキサン環への直接的置換基導入法の開発 

秋 本 光合成複合体における励起エネルギー移動過程の環境応答に関する研究 

小 堀 Time-Resolved EPR Study on Origins of Photoinduced Functionalities by Excited Triplet States in π 

 -Conjugated Systems 

 (パイ共役系励起三重項状態による光機能性の解明) 

枝 Keggin 型ポリオキソタングステン酸のサイト制御に関する研究 

 

【 生  物  学  専  攻 】 
大 和 殺虫性コショウアミド化合物ピペロバチンの作用機構に関する研究 

井 上 ヒト RISC 形成過程に関わる因子の解析手法の確立 

佐 藤 Phenological variation through time and space: its consequences for interspecific interaction and population  

 dynamics 

 （フェノロジー時空間変異のメカニズムと帰結：種間相互作用と個体群動態への影響） 

尾 崎 クロオオアリ触角錐状感覚子内嗅覚受容神経感覚突起の微細構造：特徴的なビーズ構造と推定機能 

倉 谷 脊椎動物内耳の進化発生学的研究 ―円口類を中心に― 

洲 崎 細胞内共生を行うクロレラの共生に関わる構造的・分子的特徴の研究 

 

【惑星学専攻・地球惑星科学専攻】 
林 大気海洋海氷結合モデルの開発と海惑星気候に対する海洋大循環の影響に関する数値実験 

中 村 粒子層の圧密特性に関する実験的研究：小天体内部密度構造への影響 
 

    大学院理学研究科 博士論文 題 目 一 覧  [ 2018 年度 ] 
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理   学   部 卒業者 大学院理学研究科 博士前期課程 修了者 
159名 (就職他 53名：進学 106名) 113名 (就職他 104名：進学 ９名) 

数 学 科 27名 (就職他 11名：進学 16名) 数 学 専 攻 18名 (就職他 18名：進学 ０名) 

TIS(株)   IQVIAサービシーズジャパン(株) 数研出版(株)    小野薬品工業(株)   アイテック阪急阪神(株) 

(株)TTM   (株)サミットシステムサービス(2) ブライザ(株)    三井住友カード(株)  アフラック生命保険(株) 

(株)百年住宅 (株)JR西日本ITソリューションズ 太陽生命保険(株)  (株)船井総合研究所  中央コンピューター(株) 

(株)日本総合研究所   教員   [その他(2)] 三井生命保険(株)  ディアシステム(株)  明治安田生命保険(相) 

神戸大学大学院 理学研究科(16) あいおいニッセイ同和損害保険(株)     東京海上日動あんしん生命保険(株) 

物 理 学 科 32名 (就職他 ８名：進学 24名) オムロンソーシアルソリューションズ(株)             [その他(3)] 

(株)京進   (株)NTTデータ・フィナンシャルコア 物 理 学 専 攻 24名 (就職他 22名：進学 ２名) 

(株)開倫塾  (株)宅都ホールディングス AGC(株)      Sky(株)        (株)福井村田製作所 

日本電気(株) 教員(2)         [その他] (株)広築      日本電産(株)(2)    アイテック阪急阪神(株) 

神戸大学大学院 理学研究科(16) 京セラ(株)      三菱電機(株)(2)    東京海上日動火災保険(株) 

大阪大学大学院 理学研究科(3) ソニー(株)      (株)神戸製鋼所     ニッセイ情報テクノロジー(株) 

京都大学大学院 工学研究科 (株)博報堂     (株)エイバンサット   ルネサスエレクトロニクス(株) 

東京大学大学院 理学研究科 富士通(株)(2)   アイスペックビジネスブレイン(株)  

東京工業大学理学院 物理学系 アズビル(株)    地方公務員 

東北大学大学院 理学研究科 神戸大学大学院 理学研究科(2) 

総合研究大学院大学 物理科学研究科 化 学 専 攻 30名 (就職他 30名：進学 ０名) 

化 学 科 34名 (就職他 10名：進学 24名) TDK(株)     (株)クラレ    Yaoming Kangde   AKMテクノロジ(株) 

(株)ｱｲﾙ  六甲バター(株) 味の素冷凍食品(株) 花王(株)    ローム(株)    三洋化成工業(株)  マツイカガク(株) 

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ(株) 教員(2) 国家公務員 [その他(3)] 東レ(株)    エーザイ(株)   デンソーテン(株)  サンディスク(株)(3) 

神戸大学大学院 理学研究科(22) (株)ディスコ  ライオン(株)   三菱ケミカル(株)  ダイキン工業(株)(3) 

東京工業大学大学院 理工学研究科 日産化学(株)  (株)アスパーク  三ツ星ベルト(株)  エア・ウォーター(株) 

北陸先端科学技術大学院大学 日本資材(株)  ハリマ化成(株)  (株)島津テクノリサーチ 

生 物 学 科 23名 (就職他 ４名：進学 19名) パーソルテンプスタッフ(株)    国家公務員           [その他] 

(株)リゾーム  あいおいニッセイ同和損害保険(株) 生 物 学 専 攻 19名 (就職他 15名：進学 ４名) 

伊藤忠商事(株) キリンホールディングス(株) TIS(株)     (株)滋賀銀行   DMG森精機(株)    奥野製薬工業(株) 

神戸大学大学院 理学研究科(16) PHC(株)     数研出版(株)   中外炉工業(株)   (株)MonotaRO 

京都大学大学院 生命科学研究科(2)、農学研究科 (株)東洋新薬  日本郵便(株)   アドバンテック(株) 協和発酵キリン(株) 

惑星学科・地球惑星科学科 43名 (株)みずほフィナンシャルグループ 国家公務員           [その他] 

(就職他 20名：進学 23名) 神戸大学大学院 理学研究科(4) 

ブラス   大塚電子(株)  西日本電信電話(株) 惑星学専攻 22名 (就職他 19名：進学 ３名) 

(株)ﾀﾞｲﾍﾝ 大和証券(株)  ANA ｴｱﾎﾟｰﾄｻｰﾋﾞｽ(株) 日本電産(株)     (株)NTTデータMSE    (株)シー・エムシー出版 

(株)TOKYO BASE  (株)NSソリューションズ関西 三菱電機(株)     アクセンチュア(株)   (株)蒜山地質年代学研究所 

(株)アイエスエフネット  アクセンチュア(株) 三菱重工業(株)    ショーワグローブ(株)  三菱スペースソフトウェア(株) 

三菱スペース・ソフトウェア(株)   教員 宇宙技術開発(株)   昭和システムエンジニアリング(株) 

国家公務員  地方公務員(3)    [その他(4)] 日本海洋事業(株)   住友電工システムソリューション(株) 

神戸大学大学院 理学研究科(19) アイテック阪急阪神(株)   パナソニックインフォメーションシステムズ(株) 

京都大学大学院 理学研究科(3) 教員   地方公務員   国家公務員               [その他] 

徳島大学大学院 総合科学研究科 神戸大学大学院 理学研究科(3) 

 

大学院理学研究科 博士後期課程 修了者 (22名) 
数 学 専 攻 (2名)                                    [その他(2)] 

物 理 学 専 攻 (6名) (株)日立製作所  富士通(株)  フードテクノエンジニアリング(株)   [その他(3)] 

化 学 専 攻 (6名) 
日本学術振興会特別研究員 PD  JFEテクノリサーチ(株)  Signature Discovery Ltd. 

日本農薬(株)          ルネサスエレクトロニクス(株)     [その他] 

生 物 学 専 攻 (6名) 
日本学術振興会特別研究員 PD  神戸大学附属中等教育学校教員 

住友化学(株)          富士フイルム和光純薬(株)       [その他(2)] 

惑星学専攻・地球惑星科学専攻 (2名) [その他(2)] 
 

  理理学学部部卒卒業業者者  おおよよびび  大大学学院院理理学学研研究究科科  修修了了者者進進路路 【【  22001188 年年度度  】】 
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くさの会会長 (生物学科12期) 松田
まつだ

 吉弘
よしひろ

 

 くさの会会員の皆様、お元気でお過ごしでしょうか。

日頃はくさの会の活動にご理解とご協力をいただき、厚

く御礼申し上げます。 

 今年、「くさだより」は No.30 特別記念号となりまし

た。そこで本稿では、会誌1〜29号を傍らに置いて、同

窓会30年のあゆみを振り返ってみることにします。 

Ⅰ．現在の同窓会活動は第二期 

 新制神戸大学発足以来はじめての理学部１期生が

1953年３月に卒業してから、第一期の理学部同窓会活動

が始まりました（図１）。1958 年には同窓会報第１号が

創刊され、同年８月には、理学部同窓会五周年記念総会

がもたれました。その後、会報と名簿の発行が数年おき

に1966年まで続きました（理学部五十年史参照）。 

 しかし、大学紛争をはさんでその後10数年間は、理学

部同窓会としては活動休止期に入りました（図１）。ただ

その間に、各学科同窓会が発足または再発足され、それ

ぞれの学科独自の活動が展開されました。 

 1985年になってようやく、各学科同窓会の代表が招集

され、理学部同窓会再建に向けての討議がなされました。

1986年の代表者会議では、第一期でも同窓会長を務めた

建 武 （故人 29号の46頁）が第二期の初代会長に選

ばれました。 

 当初建会長は学科同窓会と理学部同窓会との間に生じ 

 

 

た軋轢の解決に苦慮され、 

何度も会議を重ねられまし 

た(理学部五十年史参照）。 

そして、毎年の事業費予算 

の中に「学科同窓会活動費」 

を盛り込み、学科同窓会の 

活動を尊重し支援すること 

で決着され、このシステム 

は現在に至るまで続いております。 

Ⅱ．持続ある同窓会活動 

 1994 年、会長に就任した坪田博行（故人：24 号の 44

頁）は「同窓会の持続性ある発展」(５号の２頁)を基本

方針に揚げられました。同窓会活動としてまず会員の状

況を常に把握しておくこと、次に同窓会誌、それもでき

るだけ面白いものをだすこと、とされました。名簿と会

誌を車の両輪として同窓会活動を推し進める一方で、同

窓会活動が学内理事である卒業生の現役教員に偏った負

担を強いることのないように、理事会や同窓会総会、学

術講演会などの会議や行事をできるだけ縮小する方策を

とられました。 

 第二期における理学部同窓会の名称は、1999(平成11)

年から「くさの会」（名付け親は坪田元会長：10 号の３

頁）に代わりましたが、“くさの会号”列車は現在も坪田

元会長が敷かれたレールの上をひた走っているように思

います。 

Ⅲ．会誌のあゆみ 

 第二期の会誌は、その名もズバリ「会誌」として1990

年３月に創刊されました。Ａ５版35頁の体裁で。新野幸

次郎神戸大学長(当時)の祝辞（１号の３頁）も掲載され

ました。 

 1994 年 10 月発行の５号から「会誌」から「くさだよ

り」に名称変更され、体裁もＡ４版になりました。「くさ

だより」の「くさ」はローマ字でKUSAAと書きます。こ

れは､Kobe University Science Alumni Associationの

く さ の 会 の 館 

会 長 か ら 皆 さ ま へ ～「くさだより」にみる同窓会30年のあゆみ ～ 

図１  理学部同窓会の第一期と第二期 
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頭文字５字をつなげたもので、当時の広報委員たちの苦

心作です。この時から、同窓生にわかり易く情報を伝え

るために多くの編集上の工夫もなされました（理学部五

十年史参照）。さらに、表紙絵は生物10期の鈴木 肇氏

が担当し、同氏による絵はその後、現在の30号までずっ

と「くさだより」の表紙を飾ることになりました。 

 1999年10月発行の10号からは、表紙と裏表紙がカラ

ー化されました。12号（2001年11月発行）以降はカラ

ー頁が 16 頁（全体の 25～40％）に増え、カラー写真を

多用した誌面づくりがなされました。 

 また、この頃より大学の庭（のちに理学研究科・理学

部の庭となる）、会員の広場、くさの会の館の３部構成と

なり、見やすく読みやすい会誌づくりが目指されました。 

Ⅳ．くさの会の財政事情 

 会の運営にあたっての基幹は、いうまでもなく財政で

あります。第一期と第二期の大きな違いは、財源確保の

方法です。第一期では卒業後に会費（終身）を徴収して

いましたが、第二期では入学時に 30,000 円の会費（終

身）を徴収し、これが同窓会活動の主要な財源となりま

した。 

 図２に示しますように、第二期の最初の約10年間は、

会員数がまだ 3,000～4,000 人台であり、特別出費もあ

りませんでしたので、繰越金が増え続けました。しかし、

その後の10年間は理学部50周年記念事業をはじめとす

る各種事業や、理学部五十年史や名簿を会員へ無償配布

したことによって、繰越金が半分以下に減ってしまいま

した。 

 私が会長をお引き受けした 2006 年の時点では、この

まま放置すると 10 年以内に繰越金が底をつくと予測さ

れました。そこで、① 名簿無償発行は中止して、４年ご

との会員移動調査だけを存続する、②「くさだより」発

行費をギリギリまで節減する、などの対策を講じました。

そして、2009～2015 年は、なんとか赤字会計を解消し、

繰越金の目減りを食い止めることができました(27 号の

49頁)。 

 しかし、年200人のペースで増加し続ける会員数は、

2015 年には 8,000 人を越え、「くさだより」発行部数や

郵送料の増加によって、次第に財政が逼迫してきました。 

 やむなく、2016年からは会費を40,000円に改定し、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに寄付金のなかの活動協力金の増額を図りました。 

その結果、繰越金はようやく上昇に転じました(図２)。 

Ⅴ．同窓会と私 

 私が理学部生物学科に助手として赴任したのが 1968

年です。程なく生物学科同窓会の学内幹事のような役を

仰せつかり、理学部同窓会の活動休止期中も、生物学科

退職教員の祝賀会開催を手伝ってきました。 

 理学部同窓会再建後の第二期では、学内理事として加

わり、事務局長や会長を務めてきました。振り返れば50

年近く途切れることなく、同窓会活動にかかわってきた

ことになります。この間に得た人脈は私の貴重な財産で

す。 

 「何事もやりはじめたら10年は続けなさい。 

  そうすれば、なんとかものになるでしょう。」 

これは高校時代の恩師の言葉です。 

 爾来、私のライフワークとなったクラミドモナスを使

った研究（４号の８～９頁、６号の10頁、15号の16～

19頁）において、また趣味の領域（山歩き、花や鳥の写

真を撮る、モーツアルトを聴く、図書館の本を借りて読

む、など）においても、上記の“10年継続の教え”をい

つも心に据えてきました。 

 年令とともに本格的な山歩きは難しくなってきました。

そこで、撮りためた膨大な写真をデジタル化し、テーマ

ごとにPDFファイルをつくり、一部はフォトブックにす

るという、これも一種の趣味に勤しんでおります。 

 もう 25 年以上前のことになりますが、欧米の大学へ

の留学や学会発表の機会に、暇を見つけてはせっせと「山

歩き」と「花の撮影」に精を出しました。最近になって

ようやくこの時の写真を纏め、「山と花 海外篇」という

タイトルの写真集を作りました。 

 おわりに、今後ともくさの会へのご支援を、どうぞよ

ろしくお願い致します。 
 

 

 
 

30号発行を記念して、 

くさの会にご寄付を頂いた方のなかで、 

ご希望の方には下記の写真集を贈呈します。 

 

写真集: 「山と花 海外編」 

（A５ヨコ版 カラー72頁） 

（写真集表紙の写真は本号の裏表紙に掲載） 

 

お振込みの際、振込用紙・通信欄の 

写真集希望：ありに○を入れられた方には、 

後日、くさの会から写真集をお送りします。 

 

問い合わせ先         

くさの会事務局   

 
図２  くさの会の財政事情 

写 真 集 の 贈 呈 
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ンシップ選考テ

による理工系

考対策） 

による理工系セ

択のポイントと

ジニアのキャ

10月11日(金)

10月18日(金)

業･都市開発｣

械｣ 

属｣ 11月14

ｸﾄﾘｰｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ

連メーカー｣ 

ー｣ 

ーカー｣ 

｣ 

３日(火)､４日

合同説明会 

る理工系就職ガ

動 の ご

員長 鎌田
かまた

 真

員長 峯本
みねもと

職委員会主催で

実施しました

た。 

武田佳久氏

Ｚ棟201･20

力の下で、34

懇親会が行わ

。懇親会には

み、参加の学

。多忙な中を

げます。 

職支援委員会共

企業合同説明

テクニック講

キャリアセミ

セミナー 

とエントリー

リアセミナー

)…｢化学｣ 

)…｢医療機械

｣ 

日(木)…｢IT｣

ﾝ＆半導体｣

日(水)… 

ガイダンス ～

ご 報 告
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神戸大学クラブ運営委員 木戸
き ど

 健二
けんじ

 

 神戸大学クラブ（以下ＫＵＣ 

という）は神戸大学全学部の卒 

業生と教職員のクラブとして設 

立され、各学部からの運営委員 

により運営されております。現 

在、理学部の運営委員は、藤森 

さん(数学22期)､樽磨さん(修物 

19期)と私(化学21期)の３名が 

担当しております。 

 2019 年の活動は、１月に「神戸大学の近況について」

と題して武田学長による「新春講演会」により始まりまし

た。今年度の施設整備費は国土強靭化計画と相まって良

い結果となったが、運営費交付金は基盤的経費から競争

的経費への移行に伴い厳しい状況にあるとのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４月には赤穂城と赤穂御崎との桜見学及び「ひょうご

憩いの宿 赤穂ハイツ」で懇親会を実施しました。 

 ８月には神戸大学海洋底探査センター長巽好幸教授に

よる「世界一の地震大国・火山大国に暮らす覚悟」につい

ての講演がありました。7,300年前の南九州で起きた超巨

大噴火により南九州縄文人が絶滅したと言われています。 

私たちは将来の大きな試練にどう対処するか｢覚悟｣を持

って暮らすことが大切であると話されました。 

 11 月には、神戸大学名誉教授加護野忠男氏による｢地

域社会と産業｣についての講演がありました。兵庫県には

龍野の醤油・素麵､灘の酒造 

業､神戸の洋菓子産業等地域 

と密着した産業が多く存在 

します。これらの産業がど 

のように発展したか。神戸 

のケーキはなぜ美味しいか 

などについて語られました。 

 また、ＫＵＣにはゴルフ 

同好会、英雄を語る会、旅 

行会や囲碁クラブ等の定例 

行事以外の活動もあり、そ 

れぞれ活動をしております。 

 なお、神戸大学卒業生の 

クラブとしては、大阪に｢大阪クラブ」、東京に「東京六甲

クラブ」があります。神戸のＫＵＣとの交流囲碁大会など

をしております。ＫＵＣ会員は両クラブにおいて会員扱

いとなり、施設利用や講演会などに参加できるとともに、

昨年から若手（平成卒業生）獲得に力を入れ若手割引や講

演テーマを検討しています。 

 

 

 

修士課程 地球科学専攻 ３期 杉野
すぎの

 和彦
かずひこ

 

(地球科学科 ３期) 

 2019 年９月 21 日(土)、三宮駅近くの「ホテル北野プ

ラザ 六甲荘」にて、理学部地球科学科（現・惑星学科）

地球化学講座の同窓会が開催されました。 

 神戸大学の地球化学講座は故増田彰正先生により

1975 年に開設され、同窓会当日は開設当初から30年に

わたってご指導いただいた中村昇先生をはじめ、清水洋

先生、松田准一先生、山本鋼志先生、三澤啓司先生、山

下勝行先生にご出席いただき、旧教職員、卒業生、大学

院修了生など計32名が参集しました。 

 最初に、2011年３月に逝去された故増田彰正先生に黙

とうを捧げ、その後、今回の同窓会のお世話をいただい

た第１期生の藤谷達也さんから開会挨拶、中村昇先生の

乾杯と続き、その後、参加者はテーブルごとに先生方を

囲み、近況や当時の思い出話に花を咲かせました。 

 参加者のほとんどは、ご指導いただいた先生と１、２

年先輩か後輩までしか面識がないというのが現実です

が、途中、参加者一人ひとりが近況や当時のことを話す

こととなり、それぞれの時代の研究のこと、講座の様子

などをお聞きすることができました。 

 共通の話題といえば何といっても「質量分析計」です。

地球化学講座では、先生も学生も希土類元素をはじめと

する微量元素（同位体比）の測定に必ずこの高価な機器

を使用していましたので、徹夜の測定、紙で出てくるチ

ャートのデータを手作業で読んでいたこと、火事騒ぎや

その修理のこと、新型機器の導入、旧機器の行方など、

時空を超えてこの話題で大いに盛り上がりました。 

 あっという間の３時間でしたが、楽しく、懐かしく、

思い出に残る一日となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       地 球 化 学 講 座 同 窓 会 の 皆 さ ん     (筆者：最後列左から５人目) 

地 球 化 学 講 座 同 窓 会 

神戸大学クラブ(ＫＵＣ)の 活 動 

赤 穂 城 跡 に て 
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化学専攻 元助教授 山田
やまだ

 博
ひろ

昭
あき

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

的に貴重な有機化合物であると同時

に、多種の重要な生理活性物質・医薬

品の合成に不可欠な中間物質として

利用されます。また、高圧下で有機反

応の有様を追跡する方法と高分解能

NMR を測定する方法を開発し、種々の

反応系とモデル化合物について詳細

な実験を実施されました。 

 これらの研究により、反応の進行に

伴う分子の体積変化に関する新しい

知見を得られました。これら分子の体

積変化に関わる情報は高圧下の実験

により初めて得られるもので、反応の 

機構を解明し、反応の方向を予言する 

ための、ユニークで重要な手掛かりと 

なる貴重なものです。 

 去年の秋に欠席された有機化学研究室同窓会、今秋の

同窓会では先生のお元気なお顔を拝見できることを楽し

みにしていました。しかし、誠に残念な事ですが、先生は

既に本年２月 20 日お亡くなりになっていたことを知り、

驚きと哀しみに打ちのめされました。 

 先生は1931年、滋賀県にお生まれになり、1953年、京

都大学理学部をご卒業、同大学修士課程を修了された後、

理学博士の学位を取得、同大学助手を経て助教授に昇任

されました。そして、1976 年、有機化学講座教授として

本学にお招きすることができ、先生のご指導を仰ぐ事が

できるようになりました。 

 先生は、1986年に評議員、1990年に理学部長、神戸大

学バイオシグナル研究センター長、神戸大学遺伝子実験

施設長に着任され大学改革の指導的役割をつとめられ、

理学部および理学研究科の発展に大きく貢献されました。 

 1995 年の阪神淡路大震災時には、化学科長として陣頭

に立ち化学科の建て直しに尽力されました。地震直後、ご

自宅のある京都と西宮間をバス、電車で乗り継ぎ、西宮か

らは徒歩で理学部まで通勤されていたことは良く知られ

ています。 

 一方、日本化学会でのご活躍については学会代議員、常

議員、近畿支部幹事として学会運営に尽力され、学会の発

展のために活躍されました。また、財団法人大阪科学技術

センター、財団法人高輝度光科学研究センターの評議員

を務められ、学術振興に尽くされました。そのほか、例え

ば社団法人日本世界保健機関（WHO）の常務理事としても

世界の人々の健康増進に貢献されました。 

 京都大学時代初期の単糖類有機化学についての基礎的

研究に続き、高圧力下での有機合成化学、有機反応機構の

ご研究に取り組まれ、高圧有機化学研究のパイオニアと

して有名になられました。高圧力下の研究は先生のライ

フワークのひとつで、この分野の第一人者として優れた

業績をあげられました。 

 まず、数千気圧の加圧下で有機化学反応を実施する実 

験装置を開発し、これを用いて常圧では起こりえない

種々の反応が効率よく進行する事を実証されました。 

高圧下の反応で初めて得られた生成物はそれ自体が学術

 有機合成化学･有機反応化学の分野では難溶性で反応

性に乏しく利用価値の少なかった無水グリシンを出発物

質として用い、オレフィン等との光誘起反応を開発され、

更に、無水グリシンを基本骨格に持つ天然物ビシクロマ

イシンやアスピロクロリンへの新しい合成経路を見出さ

れました。また、不活性フランの高圧Diels-Alder 反応

による核酸 C-ヌクレオシドの新規合成法の開発、フラン

と電子吸引性オレフィンとの反応によるリボフラノシド

合成、ヘテロDiels-Alder 反応によるジヒドロピラン合

成、スチレンとの反応による３員環、５員環化合物の生成、

ニトロアルケン、シアノアルケンの還元反応にチタン、錫、

鉛を触媒として用いオキシム、２量化環化物の高収率生

成を見出され、その反応機構を解明されました。 

 いずれの研究においても利用困難とされた物質を用い

た独自の合成法を開発することに成功され、この分野に

おける先駆的研究者として国の内外で高い評価を受けて

おられます。そして2010年、先生は以上のようなご業務・

ご研究業績への功労にたいし瑞宝章を受章されました。 

 教育者としての先生は、暖かく優しく、しかし時には厳

しく、研究室でのコンパやセミナーなどを通して、常に学

生とのインティメイトな交流を心からの喜びとしておら

れました。その情熱と知性、博識、お茶目さをも兼ね備え

られていた先生の味わい深いご人格は、多くの学生から

敬愛されてまいりました。 

 先生の、さわやかで歯切れのいい講義は、ご容貌が極め

て美男子でいらっしゃったせいもあり、広く学生（特に女

子学生）の人気を集め続けておられました。当時のＸ棟の

講義室、窓際の白壁に「世良ちゃん命」と言う落書きがあ

ったのを今でも想い出します。 

 ますます複雑化する現代社会、生きていく上で実に悩

ましい問題に直面し、どのように解決したらいいのか途

方に暮れることがあります。世良先生でしたら問題をど

のように分析判断、解決されるだろうか想像し、自分の対

処姿勢の指針にすることがあります。先生は教育者とし

てわれわれの心の中に今でも生きておられるのです。 

 永きにわたるご指導に感謝申し上げるとともに、心か

らのご冥福をお祈り申し上げます。 

世良 明  名誉教授を偲んで 

  2010年７月 世良先生(前列中央) 叙勲お祝いの会にて(筆者：前列左から５人目) 
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物理学科７期 多木
た き

 敏彦
としひこ

 

 益田義賀先生は本年６月 

29日に97歳で天寿を全う 

されお亡くなりになりまし 

た。謹んでご冥福をお祈り 

いたします。７月初めにお 

嬢様から亡くなられたとの 

お手紙をいただき、あまり 

にも突然のことで驚きまし 

た。２年位前まではときど 

きお電話でお話して、最近 

はご無沙汰しておりました 

が、お元気でお過ごしのことと思っておりました。 

 先生は大正 11(1922)年に大阪府でお生まれになり、昭

和 24(1949)年に大阪大学を卒業され大学院に進まれ、菊

池正士先生のもとで研究生活を始められ、伊藤順吉先生、

神戸大学では神田貞之助先生らと共に日本で初めて核磁

気共鳴の実験を始められました。昭和24年に新制神戸大

学に文理学部が新設されると就任され、松野の校舎で創

設の準備に携われました。その後、御影の校舎に移られ創

設期に奔走されました。 

 その間、コロンビア大学の Q.W.Boese fellow として

A.G.Redfield との共同研究で超伝導体の磁気緩和につい

て２年間研究をされました。先生は神戸大学時代から金

属合金の磁気緩和を主な仕事にされていました。理学部

の六甲台移転でも尽力されました。理学部にとっても創

成期に重要な貢献をされ、その後、名古屋大学に移られて

からも金属合金の磁気共鳴を続けられ、数々の重要な貢

献をされました。その後、極超低温現象に興味を持たれ、

ヘリウム３の磁気共鳴等にも守備範囲を広げられました。

昭和 60(1985)年に名古屋大学を退官され、愛知学院大学

に移られ、C.P.Slichter の磁気共鳴の原理の第３版を翻

訳され出版されました。 

 益田先生との思い出は沢山ありますが、学生時代は朝

早くから夜遅くまで研究指導されていました。朝９時頃

には研究室にこられるのですが、それまでに何らかの仕

事をしていないと一日物を言ってもらえなかった思い出

がありますが、アメリカから帰られてからは、だいぶ変わ

られました。 

 研究上では私が会社から神戸大学工学部電気工学科に

移りましたから、夕方までは工学部で仕事をして、終電ま

で理学部でα-Mn の磁気緩和の仕事のご指導をいただき

ました。その後、私が徳島大学工学部に移りましてからは

二度大学院の集中講義で徳島に来ていただき、本当にあ

りがとうございました。 

 最後に、この文章を書いていると、それは後にして神戸

の連中と集まろうと先生から電話をかけてこられるよう

に思われます。 

 益田先生最愛の奥様とゆっくりお休みください。 

合掌 

 

 

東京情報大学 総合情報学部 准教授 北風
きたかぜ

 和久
かずひさ

 
(修士課程 物理学専攻17期) 

 私が北添さん（素粒子の伝 
統に従って先生ではなく､さん 
と呼ばせていただきます。）に 
出会ったのは1980年4月に 
修士課程の学生として素粒子 
論研究室に配属された時でし 
た。その１年生の時に印象に 
残っているのは、科目名は忘 
れましたが、北添さんが担当 
された授業で、当時はすでに 
クォーク模型はほぼ正しいと考えられていた時期でした

が、あえてハドロンの色々なデータからそれを説明する

モデルを考えてみる、という内容だったと思います。 

 先を急ぎたい生意気な学生にとっては、何で今頃こん

なことを、と思うところもあったのですが、それが、北添

さん流の教育的やり方で、単に確立された事柄を効率的

に知識として教えるのではなく、一種の追体験をして、そ

の意味、その意義を理解するという意図があったのでは、

と思っています。当時北添さんは研究面では現象論に近

いことをやっておられたので、その影響があったんだろ

うと推察しています。 
 次の思い出としては、博士課程の３年生の時に、博士論

文の内容につながる研究を北添さんと始めた時のことに

なります。あるテーマで研究を始めて、論文にまとめると

ころまでを共同で行なったのですが、これを通じて共同

研究の一つのやり方を学ばせていただきました。 
 私はどちらかというと、数理的というか、ある程度数学

という道具を使って「きれい」にやる方が良い、という傾

向があるのですが、北添さんはむしろ直感的にある意味

泥臭く進んで行けば良い、という方向で、ちょっとズレが

ありましたので、研究の途上では色々と言い合い（いやデ

ィスカッション）もあったのですが、結果的には研究はう

まくまとめることができて無事学位を取得することが出

来ました。今では楽しい思い出です。 
 結局、最初の授業のやり方にしても、さきほどの研究の

やり方にしても、北添さんのやり方が、この後大学の教員

になり、ゼミ等で学生を教育、指導する立場になった時に、

役に立つことになりました。その意味で北添さんには感

謝しています。ありがとうございました。思い出は他にも

沢山あり尽きないのですが、それは胸にしまっておくこ

とにします。 
 末尾になりましたが、北添さんのご冥福を心からお祈

りいたします。ゆっくりお休みください。もっとも、やり

たいことがたくさんあって、ゆっくりなんかしてられへ

んのや、という声が聞こえてきそうですが。 

【北添先生の略歴】 1966年 助手 

1972年 助教授  1992年 転出（宮崎大学工学部教授） 

2019年１月25日  逝去（享年83歳） 

北 添 先 生 を 偲 ん で 益 田 義 賀 先 生 を 偲 ぶ 

益田義賀 先生 
北添徹郎 先生 
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              ひ ょ う ご 県 内 大 会 会 場    (来場者総数：12,087名) 

豊 岡 会 場  ７月27日(土)､28日(日) 兵庫県立但馬文教府 733名 

丹 波 会 場  ７月28日(日) ショッピングセンター ゆめタウン「ホップアップホール」 1,223名 

東はりま会場  ８月 ３日(土)､ ４日(日) 兵庫県立東播磨生活創造センター「かこむ」 2,323名 
    姫 路 会 場  ８月17日(土)､18日(日) 兵庫県立大学姫路工学キャンパス 1,944名 

神 戸 会 場  ９月 ７日(土)､８日(日) バンドー神戸青少年科学館 5,864名 

 

 
 

ひょうご県内大会連絡協議会委員長 原
はら

 俊雄
としお

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸会場大会25周年の科学の祭典 

 令和元年度は、兵庫県内の神戸市、姫路市、豊岡市、

丹波市、加古川市の五つの会場で、青少年のための科学

の祭典を開催しました。今年度も、すべての会場で多く

の青少年が集いて科学の楽しさ、面白さを実体験できた

と思います。これも、くさの会をはじめ、多くの団体、

皆様のご協力のおかげと、心より感謝しております。 

 五つの会場は、それぞれ 15 年を超える歴史がありま

すが、その中で神戸会場大会は25周年を迎えました。彼

の阪神淡路大震災からの復興の思いも込めて、大震災か

ら1年が経つ寸前の1996年 1月6,7日に「'95 青少年

のための科学の祭典」神戸大会（第１回）を神戸市立青

少年科学館（バンドー神戸青少年科学館）で開催し、1998

年度からは兵庫県下に独立した会場を増やしながら今に 

至っています。

 

 多いときは8会場で開催した青少年のための科学の祭 

典は、以下の憲章にしたがって開催してきました。 

(1) 兵庫県の広い地理的条件を考慮し、兵庫県内の全て 

の青少年が参加できるように、５会場で開催する。 

(2) 実行委員会組織は、その地域に生活と教育の基盤を 

置く人達で独立に構成する。 

(3) その地域に生活と教育の基盤を置く人達が、企画、 

準備、演示・展示・実験等の開催の全てを行う。 

(4) 科学の祭典の開催にあたっては、高校生等をスタッ 

フとして採用し、教師と生徒といっしょに創りあげ

る。 

(5) 青少年のための科学の祭典ひょうご県内大会連絡協 

議会は、５会場の実行委員会を緩いネットワークで

結ぶ。 

これからもご協力をよろしくお願いします。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「青 少年 のた めの科学の 祭典ひょう ご県 内大会」の ご 報 告 

〔神 戸 会 場〕  主 会 場 の 入 り 口             〔神 戸 会 場〕  開 会 式（挨拶する筆者） 

〔神 戸 会 場〕 主 会 場 の 風 景（40を超えた出展）       〔神 戸 会 場〕 ワ ― ク ショッ プ 
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 旧 教 員・事務長    2  50  10  10 
(数学:2名)  2   3   5   2   5 
  10  10  10   2   2 
(物理:6名)  2  10  10   2  20 
   2   2  10   3   2 
  20   2   5   5   2 
   2   2   2   2   3 
   3   2  30   2   2 
   2   2 化学専攻・化学科   30   2 
(化学:2名)  2   2   3   2   2 
   5   3   2 生物学専攻・生物学科    5 
(生物:3名) 10 物理学専攻・物理学科    2   3   3 
   5   2   3   2   2 
   2   7  20   5   3 
(惑星:1名) 20   3   5   5   2 
(事務:1名)  5  10   2   2   5 
 現  教  員    5   3   2   3 
(数学:1名) 10  10   2   2   5 
(化学:1名)  2  10   5  10   2 
(惑星:1名) 10   3   5   5   3 
 数学専攻・数学科    2   2   2   2 
   3   3  10   5   5 
  10   2   2   5   2 
   2   3   3   2   2 
   5   2   2   3   2 
  10   3   5    5   2 
  10   3   5    2   2 
  10  2   2   5   2 
  10   2   2   2   3 
   2   2  10 惑星学専攻・惑星学科    2 
   1   5   2   3   
   2  10   6  10    

 

 151名の方々から780,000 円のご寄付を頂きました。ここに厚くお礼申し上げます。
 

 
 
 
 
【 旧 教 員 】  (物理 １) 
 (物 理)  (物理３) 

 (物 理)  (物理３) 

 (化 学)  (物理８) 

【 卒業生・修了生 】  (物理10) 

 (数学 ２)  (物理10) 

 (数学３)  (物理11) 

 (数学６)  (修物 １) 

 (数学 ８)  (修物２) 

 (専数 ４)  (物理22) 

 (数学13)  (修化15) 

 (修数 ２)  (生物13) 

 (数学20)  (地球 ５) 

 (数学20)  (自地 ２) 

 (数学22)  (自地 13) 

 (数学27)   

 

 

 お陰様で神戸大学理学部同窓会誌「くさだより」は第１号

を発行して以来、毎年１回の発行が継続され、本年末に第30

号を発行する運びになりました。これも、一重に「くさだよ

り」にご執筆いただきました皆様のおかげと、会誌委員一同

感謝の念で一杯です。 

 理事会の承認を得て、第30号の発行を記念して、「くさだ

より」にご執筆いただきました方々に、ささやかではござい

ますが記念品として「くさの会名」入りのボールペンをお送

りさせていただくことになりましたのでご報告いたします。 

             2019年12月20日 

くさの会 会誌委員一同 

  寄 付 者 芳 名 録 〔2018年12月～2019年11月、単位：千円〕 

訃   報 執 筆 者 へ の お 礼 
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期間：2018 年４月１日～2019 年３月 31 日  期間：2019 年１月～12 月  2019 年 12 月 現在 

     【 収 入 の 部 】(単位：千円)  ① 理事会  会  長 

事 業 年 度 2018 年度 
決 算 

2019 年度 
予 算 

   ５月 11 日(土)､12 月 14 日(土)  松田 吉弘 (生物 12期) 

 ② 理学研究科との懇談会  副会長･事務局長 

前年度繰越金(A) 20,648 
  

21,692     ４月 17 日(水)  兵頭 政幸 (修地 １期､地球 １期) 

経 常 収 入(B) 5,171 6,652   ③ 会誌委員会〔編集会議〕  副会長･事務局次長 
(会 費 収 入) (5,120) (6,600) 

 
 11 月 20 日(水)､12 月２日(月) 

 
西元 俊男 (数学 13期) 

(雑 収 入) (50) (50) ④ 総務･会計委員会 副 会 長 

(預 金 利 息)[定期] (1) (1)  〔卒業･修了祝賀会〕 ３月 26 日(火)  藤森 陽子 (数学 22期) 

寄 付 金(C) 2,428  1,900   〔入学オリエンテーション〕  山崎日出男 (修物 ４期､物理 16期) 

(会員寄付金) (728) (700)   ３月 16 日(土)､ 30 日(土)  原  俊雄 (修物 11期､物理 21 期) 

(活動協力金) (1,700) (1,200)  〔会計監査〕５月８日(水)  木戸 健二 (化学 21期)  

卒業式行事支援(D) 115  115   ⑤ ホームカミングデイ  中西 敏昭 (修生 ８期､生物 20期) 

(支 援 金) (100) (100)  〔プロジェクト委員会〕  藤谷 達也 (修地 ２期､地球 １期) 

(参 加 費) (15) (20)   ４月 22 日(月)､12 月２日(木)  事務局員 

収入合計(B+C+D) 7,714  8,667   〔理学部・理学研究科実行委員会〕  林  恭子 (化学 27期) 

総 額 28,362  30,358    ９月５日(木)､10 月 11 日(金)  奥村公弥子 (地惑 25期) 

     【 支 出 の 部 】(単位：千円)  〔ホームカミングデイ〕10 月 26 日
(土) 

 【 総務・会計委員会 】 

事 業 年 度 2018 年度 
決 算 

2019 年度 
予 算 

 ⑥ 理学研究科就職委員会  中西 康剛 (委員長､修数 14期) 

 〔理学研究科合同会議〕  山崎日出男 (副委員長) 

事 務 局 費 2,106  3,030     １月 22 日(火)､６月 10 日(月)  樽磨 和幸 (修物 19期､物理 31 期) 

(人 件 費) (1,282) (2,000)  〔就職支援講座(理学研究科)〕  尾崎まみこ (生物 25期) 

(事 務 費) (227) (300)   11 月 28 日(木)､12 月 ５日(木)  奈島 弘明 (修生 12、生物 24期) 

(物 品 費) (98) (150)   12 月 12 日(木)､12 月 19 日(木) 
 

 葛城 一彦 (地球 10期) 

(通 信 費) (20) (50)  〔OB・OG 合同会社説明会〕  藤谷 達也  

(交 通 費) (313) (350)   ３月 １日(金)  【 会 誌 委 員 会 】 

(施 設 利 用 費 ) (166) (180)  〔KTC 共催就職支援セミナー〕  西元 俊男 (委員長) 

運 営 費 56  100     ５月 20 日(月)､24 日(金)  笠原 俊二 (副委員長) 

(会 議 費) (27) (50)    ６月 12 日(水)､12 月 11 日(水)   (修化 24 期､化学 36 期) 

(郵 便 振 替 料 金 ) (29) (50)  〔KTC 共催合同会社説明会〕  藤森 陽子 (数学 29期) 

通 常事 業 費 4,073  5,190     ３月 1 日(木)､２日(金)､３日(土)  山崎日出男  

(会 誌 制 作 費 ) (1,522) (1700)  〔KTC キャリアセミナー〕  木戸 健二  

(会 誌 郵 送 費 ) (393) (500)   10 月 ４日(金)､11 日(金)､17(木)  上畑  滋 (修生 ８期､生物 20期) 

(名 簿 管 理 費 ) (441) (600)      18 日(金)､25 日(金)  尾崎 充雄 (地球 10期) 

(ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ管理費 ) (0) (5)   11 月 １日(金)､ ８日(金)､15 日(金)  【 ホームページ委員会 】 

(就職支援活動費 ) (25) (35)      21 日(木)､29 日(金)､29 日(金)  兵頭 政幸 (委員長) 

(外 務 費) (16) (30)   12 月 ６日(金)  吉高  研 (数学 29期) 

(母 校 援 助 費 ) (100) (100)  ⑦ 学  友  会  森下 淳也 (修物 15期､物理 27 期) 

(入 会 記 念 品 費 )  (250)  〔幹事会〕  藤谷 達也  

(G C P 支 援 費) (300) (500)    ３月 25 日(月)､６月 26 日(水)  【 外 務 委 員 会 】 

(実 習 支 援 費 ) (250) (300)  〔常任幹事会〕  木戸 健二 (委員長､学友会､ＫＵＣ) 

(卒 業 式 経 費 ) (701) (750)    ２月 ６日(水)､５月 24 日(金)  藤森 陽子 (学友会､ＫＵＣ) 

(ﾎｰﾑｶﾐﾝｸﾞﾃﾞｲ支援費) (32) (40)   11 月 １日(金)  峯本  工 (物理 10期) 

(学 友 会 分 担 金 ) (110) (110)  ⑧ 神戸大学クラブ(ＫＵＣ)  原  俊雄  

( 学科同窓会活動費
) 

(63) (150)  〔講演会､行事〕  樽磨 和幸 (ＫＵＣ) 

( 科学の祭典援助費
) 

(100) (100)    １月 24 日(木)､ ４月 ４日(木)  土山 尚彦 (化学 13期) 

(六甲台祭支援費 ) (20) (20)  
 

  ８月 22 日(金)､ 11 月 14 日(木)  中西 敏昭  

学長を囲む会 0  50  
 

 〔運営委員会〕  【 名 簿 委 員 会 】 

予 備 費 437  200     ３月 14 日(木)､ ６月 13 日(木) 
 

 松田 吉弘 (委員長) 

支 出 合 計 6,670  8,570    10 月 ３日(木)､ 11 月 28 日(木)  中西 康剛  

次年度繰越金 21,692  21,788   
 

⑨ 科学の祭典 [神戸会場]  大野  隆 (修化 11期) 

総 額 28,362  30,358  
 

   ９月 ７日(土)､８日(日)  堀江  修 (生物 46期) 

  ⑪ 学長を囲む会  【 就 職 支 援 委 員 会 】 
[注]GCP:グローバルチャレンジプログラム    ９月 28 日(土)  峯本  工 (委員長) 

      原  俊雄  

      高橋 美貴 (修物 14期､物理 26 期) 

     
 

  松田 吉弘  

 監査の結果、上記の通り相違ないことを確認しました。 
 

   2019 年５月８日     会計監査 竹内 崇郎 
                     藤井  寿 

 

    
  

会 計 監 査 
  
  竹内 崇郎 (修化 １期､化学 13 期) 

  寺門 靖高 (地球 １期) 
 

会 計 報 告【2018 年度】 活 動 報 告 くさの会役員一覧 

   監 査 報 告 【2018 年度】 
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 来年３月末、惑星学科の兵頭政幸、巽好幸、鈴木桂子の３

教授が定年退職されます。お三方への慰労と感謝を込めて惑

星学科同窓会を下記の要領で開催いたします。 

 なお、兵頭、鈴木両先生は地球科学科１期生、２期生で学

科生え抜きの教員として長年にわたり学科の発展に尽力され

ました。 

 惑星学科（地球科学科、地球惑星学科）卒業生の皆さんには

追って案内状を差し上げます。ふるってご参集ください。

 

 日時：2020(令和２)年６月1３日(土) 

             13：30開始 

 場所：神戸大学 滝川記念学術交流会館 

 
惑星学科同窓会長 藤谷 達也 

  
 

 

 

今年も“くさだより”を発刊できました。これも原稿依

頼に快く引き受けて下さいました諸兄の皆様のおかげで

す。ありがとうございました。理学部は創立七十周年とい

う節目を迎えました。私達の入学した頃と随分変わりま

した。是非一度足を運んでみて下さい。 

 また、“くさだより”の原稿の書き手の推薦、紹介など

よろしくお願いいたします。 

(修物４期､物理16期 山崎日出男) 

  
 今年は平成から令和に、消費税が８％ から 10％ に変

わり新しい時代へ入りました。国際的にもトランプ大統

領のアメリカファーストやイギリスのＥＵ離脱など変化

が激しくなっています。 

 また、理学部でもホームカミングデイに創立七十周年

記念イベントを開催し、節目の年であるとも言えます。そ

のような中で、編集後記に参加できることは光栄に思い

ます。             (化学21期 木戸健二) 

 

令和最初のくさだよりです。新たな時代の幕開けとな

る一年だったのか、それとも、いつもと変わらぬ一年であ

ったのか。幅広い世代からの様々な記事をお楽しみくだ

さい。原稿をお寄せいただきました教員､学生、卒業生の

皆様、どうもありがとうございました。  
(修化24期､化学36期 笠原俊二) 

  
 くさだよりに寄稿くださった皆様、ありがとうございます。

様々な原稿を読みながら、同窓の仲間に伝えたい思いが感じ

られ、同窓会・同窓生は本当にいいものだと思います。 

 理学部創立七十周年を迎え、50 年目の卒業式をはじめ、

様々な立場からの原稿に触れ、心がジーンと温かくなりまし

た。できるだけ年齢・職業等の偏りがない原稿を幅広く集め

ていきたいと思いますので、ご協力をよろしくお願いします。 

(修生８期､生物20期 上畑 滋) 

 

 私が大学を卒業したのは 1986(昭和 61)年で、元号は「平

成」を経て今年は「令和」となりました。元号が変わっても

理学探究の心は昔も今も変わらぬところがあります。 

 今回はくさだより30号の節目、しかも創立七十周年の記 

念すべき冊子の編集に携わらせていただき、改めて理学部に

脈々と流れる歴史に触れることができました。 

 原稿依頼を快諾していただいた執筆者諸氏に深謝いたし

ます。             (地惑10期 尾﨑充雄) 

  
 今年、理学部は文理学部として創立されてから70年に

なります。共に歩んできました理学部同窓会「くさの会」 

も同窓会誌を発行してから 30 年を迎え、第30 号を発行

する運びとなりました。 

 理学部の五十周年の際には同窓会の名称を「くさの会」

と定め、同窓会誌を「くさだより」と命名されました。同

時に、No.10特別記念号として一部カラー紙面の採用と増

頁を実現されました。第10号以降は一部カラー紙面を踏

襲し、大部分は64頁の「くさだより」の発行を途切れる

ことなく継続してきました。これも一重に多方面にわた

り多くの方々にご執筆いただいたことはもとより、編集

に携わった多くの方々のおかげであり、感謝に堪えませ

ん。 

 もちろん、理学研究科・理学部の教職員の方々の全面的

なご協力の賜物でもあります。構成上から「くさだより」

は理学研究科・理学部の協力がなければ発行することも

かないません。ご協力に感謝申し上げます。 

 今、本号（第30号）の編集を終え、改めて、第１号か

ら第 30 号の発行に携わった総ての方々に感謝申し上げ、

お礼申し上げます。そして、やがて理学部が百周年を迎え

る時にも｢くさだより」第 60 号が発行されていることを

願うばかりです。 

 さて、今年、数学科・数学専攻、物理学科・物理学専攻

と惑星学科(地球惑星科学科)・惑星学専攻(地球惑星科学

専攻)の名簿調査が実施され、多数の訃報のご連絡をいた

だきましたので、本号では多くの訃報をご報告すること

になりました。ここに、謹んでお悔やみ申し上げます。 

 次に、本号でも前号と同様に博士課程前期課程、博士課

程後期課程は一部で博士前期課程、博士後期課程と記載

しています。また、お寄せいただきました原稿は、卒業年

次、専攻・学科順を基本としていますが、一部紙面の関係

で前後して掲載していますのでご了承ください。 

 最後に、理学研究科の皆様、会員の皆様のご協力により、

本号を発行することができました。ここに、発行に関わら

れた総ての方々に感謝申しあげ、お礼申し上げます。誠に

ありがとうございました。    (数学13期 西元俊男) 

編 集 後 記 

惑 星 学 科（旧地球惑星科学科）同 窓 会 開 催 告 知 




















